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フラジール
Flagyl

抗原虫薬、『メトロニダゾール』の商品名。
《関連用語》メトロニダゾール、アメーバ

フルコナゾール
Fluconazole; Diflucan

【概要】イミダゾール系の抗真菌薬。商品名は
ジフルカン、発売はファイザー社。剤型はカプ
セ ル：50・100mg、 注：50・100mg/50mL/V・
200mg/100mL/V。
【用法・用量】カンジダ症：1 日 1 回 50 ～
100mg(経口・静注 )、クリプトコッカス症、ア
スペルギルス症：1日 1回 50～ 200mg(経口・
静注 )、重症又は難治性の場合：1日 400mgまで
増量可。
【効果】真菌の膜成分のエルゴステロールができ
るのを抑える。真菌の中でもカンジダとクリプト
コッカスには良く効くが、アスペルギルスには弱
い。クリプトコッカス症、ヒストプラズマ症、コ
クシジオイデス症の二次予防としても推奨され
ている。エイズでは長期間使用することが多いの
で、耐性化することがある。
【相互】P-450の阻害作用があるので、トリアゾ
ラム、シサプリドは併用禁忌。他に併用注意薬多
数あり、薬剤師によるチェックが必要。
【副作用】発疹 (4％ )、嘔気・嘔吐 (9％ )、肝機能
障害 (まれ )。頻度が少ないので割に安心して使
える。
《関連用語》真菌、抗真菌薬、カンジダ、クリプ

トコッカス、ヒストプラズマ、コクシジオイデス、

耐性

糞線虫症
Strongyloidiasis

【概要】Strongyloides stercoralis という腸管寄
生虫 (＜ 2.5mm)によって起こされる感染症。腸
炎と腸外の症状がある。元来熱帯～亜熱帯に多い
疾患で日本では沖縄地方の風土病、また HTLV-I
感染者に多い。健康保有者 (キャリア )がいる。
【症状】栄養障害と下痢、体重減少、便秘、腹痛

帯状疱疹ウイルス、EBウイルス、サイトメガロ
ウイルス、トキソプラズマの大部分、そして一部
の赤痢菌、赤痢アメーバ、トリコモナスがある。
《関連用語》AC、持続感染

復帰突然変異
Revertant

【概要】突然変異株が自然に野生型に戻ったもの。
【詳しく】例えば HIVの逆転写酵素領域の 215
番目のアミノ酸であるスレオニン (T)がチロシン
(Y)かフェニルアラニン (F)に変異をすると AZT
に耐性になることが有名である。AZTを使われ
ない状態にあると、T215C/Dつまりシスチンや
(C)アスパラギン (D)に変化して野生型に戻って
いく。この場合の Cや Dへの中間体の変化を復
帰突然変異という。
《関連用語》薬剤耐性変異

不適応
Mal-adaptation

【概要】環境変化やストレスによってその人と、
それを取りまく人や物、社会との関係がうまく機
能せず、何らかの生活上の問題や不便が生じてい
る状態を示す。医療ソーシャルワーカーは、人 (ク
ライアント )の不適応状態を適応状態へと改善す
るための支援をする専門家である。
《関連用語》適応、医療ソーシャルワーカー

不明熱
Fever of unknown origin

【概要】38.5℃以上の発熱が 3週以上続き、原因
不明のもの。局所症状がなくてアプローチが難し
く、ちょっとした検査では原因が分からないも
の。最終的には何かの感染症や癌がみつかること
が多い。各種の画像診断や、組織を生検したり、
血液や骨髄血の培養が必要である。薬の副作用で
発熱があることがあり、drug feverという。服薬
を中止すると消失する。
《関連用語》菌血症、血液培養、骨髄血培養
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ブレオマイシン
Bleomycin

【概要】日本で開発された古い抗癌剤の一つ。略
号は BLM。剤型は 5・15・30mg/Aの注射薬。
エイズでは悪性リンパ腫やカポジ肉腫に使うこ
とがある。
【用法・用量】15～ 30mgを 5～ 20mLに溶解し、
緩徐に静注する。
【作用】DNA合成阻害及び DNA鎖切断作用があ
る。適応症は皮膚癌、頭頸部癌 (上顎癌、舌癌、
口唇癌、咽頭癌、喉頭癌、口腔癌等 )、肺癌 (特
に原発性及び転移性扁平上皮癌 )、食道癌、子宮
頸癌、悪性リンパ腫 (細網肉腫、リンパ肉腫、ホ
ジキン病等 )、神経膠腫、甲状腺癌がある。
【副作用】間質性肺炎又は肺線維症の重篤な肺症
状を起こすことあり (10％ )。
《関連用語》悪性リンパ腫、カポジ肉腫

ブロック拠点病院
Regional AIDS Center

【概要】平成 8年 3月の薬害 HIV原告団と厚生
省の間の和解条項が端緒となる。厚生省の通知
「エイズ治療の地方ブロック拠点病院の整備につ
いて」(平成 9年 4月 25日 )によると「高度な
診療を提供しつつ、臨床研究、ブロック内の拠点
病院等の医療従事者に対する研修、医療機関及び
患者・感染者からの診療相談への対応等の情報提
供を通じ、ブロック内のエイズ医療の水準の向上
及び地域格差の是正に努める」とある。つまり拠
点病院との大きな違いは、(1)臨床研究、(2)研修、
(3)情報提供にあるといえる。
【詳しく】全国は 8つのブロックに分けられ、北
海道ブロックは北海道大学・札幌医科大学・旭川
医科大学が、東北ブロックは国立病院機構仙台医
療センターが、関東甲信越ブロックは新潟大学・
県立新発田・新潟市民の 3病院が、東海ブロッ
クは国立名古屋医療センターが、北陸ブロックは
石川県立中央病院が、近畿ブロックは国立大阪医
療センターが、中国四国ブロックは広島大学・県
立広島・広島市民の 3病院が、九州ブロックは
国立九州医療センターが担当することとなった。

など。エイズでは全身感染となり、一緒にグラム
陰性桿菌を持ち込んで敗血症、髄膜炎、肺炎など
を起こすと致死的になる。
【診断】流行地出身あるいは旅行者。好酸球増多、
高 IgE血症。糞便・十二指腸液・胆汁・喀痰の
寒天培養でみつける。
【治療】サイアベンダゾール (メトロニダゾール )、
メベンダゾール。全身性感染では予後不良。
《関連用語》寄生虫、下痢

ブースト
Boost

【概要】強めること。抗 HIV薬ではリトナビルが
他の薬の濃度を高めることで注目される。リトナ
ビルが薬物代謝酵素チトクローム P450と優先的
に結合してしまうため、併用する他のプロテアー
ゼ阻害剤 (PI)が代謝される速度が低下してしま
う。このため相棒の PIは単剤よりも血中濃度が
高くなり、かつ低下する速度も緩やかになる。こ
の薬物相互作用を逆手にとったのがブースト療
法である。
【詳しく】ブースト効果をうまく利用すると薬の
ピーク値を上げないで、しかもトラフ値を上昇さ
せることができる。薬の使用量も減らせる。相棒
の薬としては、サキナビル、インジナビル、アタ
ザナビル、ロピナビル、フォスアンプレナビル、
ダルナビル、チプラナビルがある。今やリトナビ
ルは他の PIに対する有能な黒子になった。患者
にとっては、有効性を保ったまま副作用が減り、
さらに服薬回数や錠剤数が減り医療費も減った。
1日 1回療法に貢献して歓迎されている。
《関連用語》薬物動態、1日 1回療法、プロテアー

ゼ阻害剤

ブイフェンド
VFEND

抗真菌剤、一般名「ボリコナゾール」の商品名。
《関連用語》ボリコナゾール
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増幅させている。
【長所と欠点】放射性物質を必要としない、自動
化できる、再現性が良い、多数のプローブを使う
ので変異株も見落とさない可能性が高いのが長
所。有効な抗ウイルス療法の時代には、どこまで
下げられるかが重要で、検出感度が劣ることは大
きな欠点。
《関連用語》HIV RNA、ウイルス量、RT-PCR法

プロウイルス DNA
Proviral DNA

【概要】宿主細胞の核の中の遺伝子に組み込まれ
たウイルス由来の DNAのこと。
【詳しく】HIVの遺伝子は RNAで、逆転写酵素
で DNAの形にコピイされ、インテグラーゼに
よって人間の遺伝子 DNAのどこかに組み込まれ
る。だからプロウイルス DNA自体は眠っている
遺伝子でありウイルスそのものではない。何らか
のスイッチが入ったら、DNAは翻訳され、ウイ
ルス複製に向かうことになる。末梢単核球中のプ
ロウイルス DNAは PCR法で検出する。検出さ
れたプロウイルス DNAは必ずしも完全なウイル
スとは限らず、一部分が切れてしまった不完全ウ
イルスである可能性もある。
《関連用語》DNA、RNA、逆転写酵素、インテグ

ラーゼ

プロジフ
Prodif

抗真菌薬、一般名「ホスフルコナゾール」の商品
名。
《関連用語》ホスフルコナゾール

プロスペクティブ研究
Prospective study

【概要】別名、前向き研究。ある仮説を事前にた
てて、現在から将来に向けて情報を集める研究方
法。何を対象に、どれぐらいの期間、どのような
項目について観察するかを決めているので信頼
性が高い。仮説以外のことがらが発生すると信頼
性はなくなる。

ブロック毎に医師 2、看護 1、心理 1、情報担当
1の 5名セットで人員配置が行われたが、患者数
に応じて 4名のところもある。事業予算として
は厚生労働省からのエイズ対策事業、指定研究事
業として科学研究費からの配分を受けている。
【URL】http://api-net.jfap.or.jp/mhw/document/
doc_01_09.htm
《関連用語》拠点病院、エイズ治療研究開発セン

ター

分岐 DNA 法
Branched DNA method

HIV RNAの定量法の一つ。「プローブ法」を参照。
日本では保険収載されていない。
《関連用語》プローブ法、HIV RNA

プリジスタ
Prezista

抗 HIV薬『ダルナビル』(Darunavir)の商品名。
《関連用語》ダルナビル

プローゼ
Prose

抗 HIV薬『アンプレナビル』の日本での商品名。
《関連用語》アンプレナビル

プローブ法
Probe method, branched DNA method

【概要】分岐プローブ法ともいう。カイロン社の
特許。日本では HCVのウイルス量定量のキット
が認可されている。
【方法】試験管の中に HIVのプローブ (短い遺伝
子の断片で 1本鎖 )を多数張り付けておく。試料
を加えると蛇が鎖でつかまるように RNAが固定
される。この RNAに、多種類の別の短いプロー
ブを加え、さらにこれにくっつく酵素標識をした
プローブをくっつける。これに色素反応をさせ
る。まるで試験管につかまった蛇に、槍が刺さり、
この槍の先にランプをつけて、光った量が多けれ
ばウイルス量が多いという反応である。PCRは
遺伝子を増幅させているが、プローブ法は信号を
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の構造を決める遺伝子に変異が蓄積すると耐性
が発生する可能性がある。また交差耐性の問題も
ある。
《関連用語》サキナビル、インジナビル、リトナ

ビル、ネルフィナビル、ロピナビル、アタザナビル、

フォスアンプレナビル、ダルナビル、耐性、交差

耐性

プロテアーゼ阻害剤の副作用
Protease inhibitors; Common adverse 
effects of -

【概要】プロテアーゼ阻害剤に共通する副作用が
注目されている。発売前には気づかれず、発売後
に目立ってきた副作用もある。原因は必ずしも明
らかではない。(1)糖代謝異常ではインスリン抵
抗性、高血糖、糖尿病がある。(2)脂質代謝異常
として、高脂血症、リポジストロフィーつまり脂
肪萎縮と脂肪蓄積 (内臓脂肪、野牛肩、女性化乳
房 )がある。(3)無腐性骨壊死、(4)血友病の出血
傾向の増加。
【詳しく】明らかな糖尿病は、通常の糖尿病に準
じた治療を行う。高脂血症は心血管障害の危険が
増加するので、薬剤変更や高脂血症治療剤の使用
を検討する。リポジストロフィーは併用されたス
タブジンの関与が大きかったかもしれない。これ
らの副作用を考慮して、初回治療にプロテアーゼ
阻害剤を選択しないという考え方もある。いずれ
にしても最新の情報を参考にしながら、選択をす
るべきであろう。
《関連用語》インスリン抵抗性、糖尿病、リポジ

ストロフィー、高脂血症、女性化乳房、無腐性骨

壊死

プロテアーゼ阻害剤の併用
Protease inhibitors; Combination therapy 
of -

【概要】別名ダブルプロテアーゼ療法、デュアル
プロテアーゼ療法、ブーストとも言う。Aという
プロテアーゼ阻害剤が先に薬物代謝酵素である
チトクローム p450と結合すると、同じ酵素で代
謝される Bというプロテアーゼ阻害剤が分解さ

【詳しく】前向き研究には無作為化割り付け研究、
コホート研究がある。無作為化研究は観察者の意
図や対象者の希望でデータが偏ることをさける
ため、くじ引きなどで対象を割り当てる方法で人
数が少ない。コホート研究は一定集団を長期間追
跡する方法で大規模である。良い前向き研究のア
イデアは、平素から丁寧な観察を重ねて後ろ向き
研究が行われ、その結果で生まれてくる。
《関連用語》臨床試験、レトロスペクティブ研究

プロテアーゼ
Protease

【概要】蛋白分解酵素のこと。蛋白は多数のアミ
ノ酸がペプチド結合をした物質。HIVの構造や
酵素を作る蛋白も、始めはアミノ酸が一列に並ん
だ未成熟なもの。これを切りそろえて成熟した蛋
白にする“はさみ”の役割がプロテアーゼである。
【詳しく】HIVプロテアーゼは左右対称のダイ
マーの構造をしている。真ん中のポケットに活性
アルギニン中心がある。耐性変異はこのまわりに
アミノ酸置換が起こった場合が多い。
【URL】http://homepages.nyu.edu/~mt33/hivp/
hivp_alone.gif
《関連用語》プロテアーゼ阻害剤、2量体

プロテアーゼ阻害剤
Protease inhibitor

【概要】感染細胞の中で HIVの部品が作られる時、
HIV蛋白 (gag-pol)を切り出す“はさみ”の役割
が HIVプロテアーゼ。はさみの刃にはまり込ん
で働きを邪魔する薬があれば、成熟 HIVができ
ない。プロテアーゼ阻害剤は成熟した感染性の
HIVができるのを食い止めることになる。
【種類】現在市販されているものは、サキナビル、
インジナビル、リトナビル、ネルフィナビル、ロ
ピナビル、アタザナビル、フォスアンプレナビル、
ダルナビルそして海外ではチプラナビルがある。
1日に必要なカプセル数や服薬回数が少なくなる
傾向がある。
【効果】一般に血液のウイルス量をおよそ 100分
の 1近くまで減らす能力がある。蛋白分解酵素
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性間の割合が高いが、国民の認識が低くメディア
や政府の対応も遅いため今後急増する可能性が
示唆されている。
《関連用語》セクシャリティー、ホモセクシャル、

バイセクシャル、性行為

ヘモグロビン
Hemoglobin

【概要】別名血色素。赤血球の中に含まれる鉄と
結合した蛋白質。骨髄の中で赤血球の元になる若
い細胞が自分で作るが、赤血球になってからでは
運んでいるだけで作れない。肺で酸素に結合し、
組織に届くと pHの関係で酸素を放す能力があ
る。血液 1dLあたり 12～ 18グラムで、これよ
り少ない場合を貧血と定義している。
【詳しく】HIV感染症では材料不足、産生能の低
下、消費・破壊の亢進など色々な理由で貧血が起
こる。特にエイズの末期ではほとんど全員が貧血
になる。対処法は原因を除くことであるが、造血
ホルモンである組み換え型エリスロポエチン (日
本では認可されていない )や輸血が行われる。
《関連用語》赤血球、骨髄、貧血、エリスロポエチン、

輸血

ヘルパー T 細胞
Helper T cell

【概要】マクロファージから得た情報をもとに
免疫全体を指揮する (=県警本部 )役目の Tリン
パ球。HIVが特に好んで感染する細胞で、HIV
感染症では数が減少する。この細胞の表面には
CD4という抗原 (名札のようなもの )があるので、
検査ではこれを数える (＝ CD4細胞数 )。5才以
上の正常人では 600/μ L以上であるがHIV感染
症では 500以下になり、エイズ発症時には 200
以下にまで減少する。新生児・乳幼児の正常値は
高い。
【詳しく】HIV感染症で免疫能を評価する最も良
い指標。本当は数よりも働きが大切であろうが数
の測定が最も安定している。治療開始、治療評価
などに使う。
《関連用語》CD4、マクロファージ、免疫、HIV

れずに残る。Bの血中濃度曲線のピーク値は下が
るので副作用は減り、トラフ値は上昇するので有
効濃度を高く維持でき、半減期が延びるので服用
回数が減る。
【詳しく】リトナビル (A)とサキナビル (B)を併
用すると、サキナビルの濃度を高く、長く維持で
きることがわかった。他にロピナビル、アタザナ
ビル、フォスアンプレナビル、チプラナビル、ダ
ルナビルがある。1日 1回療法が可能になり患者
から歓迎されている。
《関連用語》ブースト、併用療法、チトクローム

p450、ピーク値、トラフ値、半減期、リトナビル、

サキナビル、ロピナビル、カレトラ、1日 1回療

法

併用療法
Combination therapy

【概要】微生物や腫瘍に対する効果がある薬を組
み合わせて使うこと。反対語は単剤療法。複数の
薬を使うことにより、相加的な効果、相乗的な効
果を期待する。単剤よりも薬の量を減らせれば副
作用が減る可能性がある。必ず交差耐性がない薬
剤を選ぶ。
【詳しく】抗 HIV薬の場合は、逆転写酵素阻害剤
どうしの併用、プロテアーゼ阻害剤同士の併用、
逆転写酵素阻害剤とプロテアーゼ阻害剤の組み
合わせ、さらにそれらを重ねて 3～ 5剤併用と
いうのもある。別名「HAART」とも呼ばれる。「カ
クテル療法」はマスコミ用語。
《関連用語》逆転写酵素阻害剤、プロテアーゼ阻

害剤、HAART、交差耐性、ダブルプロテアーゼ

療法

ヘテロセクシャル
Heterosexual

【概要】もっぱら異性との間に性行為をもつこと。
ストレートとかノンケともいう。アジアまたはア
フリカでは異性間性交渉による HIVの感染が大
多数である。欧米では同性間の割合は依然高い
が、異性間の割合は年々増えつつある。日本の状
況はその中間にあたると言われており、比較的異
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逆転写酵素がコピイ間違いを起こしやすい。結
果として変種のウイルスが体内で増えることに
なる。変異ウイルスは形質 (表現型 )が変化して、
ワクチンに耐性であったり、標的細胞への毒性が
変化したり、薬剤耐性であったりする。中には薬
剤への感受性が増大する変異もある。
《関連用語》遺伝子、DNA、RNA、遺伝子型、表

現型、逆転写酵素、HIV、耐性、ワクチン

β 2 ミクログロブリン
Beta 2 microglobulin

【概要】血液の中にある蛋白質の一種。ほとんど
の細胞の表面にある組織適合抗原 (HLA)Class I
の構成成分。細胞が壊れると血液中の濃度が上昇
する。正常値は 2.5μ g/L以下。腎臓の尿細管障
害があると再吸収できないため尿中のβ 2MGの
濃度が上昇する。
【詳しく】HIV感染症でこの物質の量が正常以上
に増えるということは、CD4細胞の破壊が進み
HIV感染症が進行していることを意味している。
これを代用マーカーと呼んだ。最近は間接的な指
標としてあまり重用されなくなった。腎臓の尿細
管障害のマーカーになるので、ガンシクロビル、
バルガンシクロビル、アシクロビル、インジナビ
ル、テノホビルの副作用チェックになる。
《関連用語》代用マーカー

β -D- グルカン
Beta-Glucan

【概要】臨床検査の項目名で正式には (1→ 3)-β
-D-グルカン。β -D-グルカンは真菌の主な細胞
壁の構成成分。血中の濃度を測定することによ
り、体の内部で発生しているカンジダ症やニュー
モシスチス肺炎の診断や治療経過の観察に役立
てている。基準値は 10pg/mLで 20以上は明か
な高値で、菌種を特定するための検査が必要。ク
リプトコッカス症ではあまり上昇しない。
《関連用語》ニューモシスチス肺炎、カンジダ

ヘルペス
Herpes

【概要】ヘルペス属という DNAウイルスの仲間
によって起こる皮膚粘膜に水疱を作る病気。口唇
ヘルペス (単純ヘルペス 1型 )と性器ヘルペス (単
純ヘルペス 2型 )と、帯状ヘルペス (＝帯状疱疹
ともいう。水痘・帯状疱疹ウイルス )の 2種類が
ある。
【詳しく】単にヘルペスというと、単純ヘルペス
と、帯状ヘルペスのどちらを指しているか言って
いる人によって違う。これらのウイルスはあらゆ
る民族に普遍的に感染している。子供の時に全員
が感染して治ったようにみえても、神経の細胞の
中にじっと住んでいる。
《関連用語》単純ヘルペス、陰部ヘルペス、帯状

疱疹、日和見感染症、性感染症

ヘロイン
Heroin

【概要】麻薬の一種。中毒では縮瞳、意識障害、
呼吸抑制、ヘロインの不純物で筋肉壊死や急性腎
不全を起こすことがある。
《関連用語》麻薬中毒、静脈注射薬常用者、コカ

イン、メタドン、メタドン・クリニック

変異
Mutation, mutant

【概要】生物の進化や適応の仕組みのひとつ。
遺伝子の情報は DNAから DNAへ、あるいは
RNAから RNAへとコピイされることで受け継
がれることは、人間もウイルスも同じである。こ
れは塩基の並びが決まっているからである。とこ
ろが、このコピイの過程でミスが起こり、違った
塩基に入れ替わったり、一つ挿入されたり、一つ
抜け落ちたり、グループで抜け落ちたり、入れ替
わったりすると、遺伝子コードの並びが変り別の
信号に置き変る。これを変異という。
【詳しく】変異の多くは意味のない変異で生き残
れない。変異の結果、新しい性質を持った生物を
変異体 (mutant)という。変異体が一つの群を形
成するとストレインと呼ばれる。HIVの場合は
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緩やかと言う印象もあるようだ。重大な副作用で
は間質性肺炎、うつ病、汎血球減少症、眼底出血
などがある。ことにリバビリン併用では貧血、血
小板減少、白血球減少がみられリバビリンの減量
が必要になる。
《関連用語》C型肝炎、インターフェロン、リバ

ビリン、ポリエチレングリコール

ペグインターフェロンアルファ－ 2b
Peginterferon alfa-2b

【概要】商品名はペグイントロンでシェリング・
プラウ社の製造発売。皮下注用：50・100・150
μ g/0.5mL/Vがある。従来のインターフェロン
アルファ -2b製剤に、分子量約 12,000のポリエ
チレングリコール (PEG)で修飾した医薬品。高
分子になったため血液中で長くとどまり、効果も
持続させることができる。従来のイントロンでは
週に 3回の注射が必要であったが、本剤では週 1
回でよくなり、患者の通院に喜ばれている。本剤
の適応症は、C型慢性肝炎。ジェノタイプⅠ (1a)
又はⅡ (1b)で血中 HCV RNAが高い場合、リバ
ビリンとの併用とされている。
【詳しく】遺伝子型 1a, 1b型での治療成績は
HCV単独感染でおよそ 50％、HIV/HCV重感染
でおよそ 40％が持続的なウイルス抑制 (SVR)が
得られているようである。
《関連用語》C型肝炎、リバビリン

ペグイントロン
PegIntron

シェリングプラウ社のポリエチレングリコール
(PEG)化インターフェロンα 2b製剤の商品名。
《関連用語》インターフェロン

ペンタミジン
Pentamidine isethionate

【概要】イセチオン酸ペンタミジンは一般名。商
品名：ベナンバックス、発売：中外製薬。認可は
1989年 3月。アメリカでの商品名は Nebupent, 
Pneumo-pent。原虫感染症に対する薬剤。ニュー
モシスチス肺炎の予防や治療に使う。本来注射薬

ベクター
Vector

【概要】細胞の外から特定の遺伝子 DNAを宿主
細胞の中に運びこむ運び屋さん。プラスミド、
ファージ、無害化したウイルスなどが利用され
る。遺伝子導入技術は、遺伝子の働きを調べる基
礎研究から、遺伝子組み換え型ワクチン、遺伝子
治療に欠かすことができない。
【詳しく】レトロウイルス、アデノウイルス、レ
ンチウイルス、アデノ随伴ウイルスがよく用いら
れるが、ヒトが中和抗体を持っていたら感染が成
立しないので、事前に調べておく必要がある。メ
ルク社が治験を行った HIVワクチンにはアデノ
ウイルスがベクターとして使用された。
《関連用語》遺伝子治療、ワクチン

ベナンバックス
Benanbax

ニューモシスチス肺炎の治療薬、「ペンタミジン」
の商品名。
《関連用語》ペンタミジン

ペガシス
Pegasys

ロシュ社 (中外製薬 )の「ペグ化インターフェロ
ンα -2a」製剤の商品名。
《関連用語》ペグ化インターフェロンα -2a

ペグインターフェロンアルファ -2a
Peginterferon alfa-2a; Pegasys

【概要】商品名はペガシス (Pegasys)、製造はロ
シュ、販売は中外製薬。90・180μ g/Vの注射薬。
用法は 1回 180μ gを週 1回皮下注射する。遺伝
子組換え型インターフェロンα -2aをポリエチレ
ングリコールで化学修飾してある。血中の半減期
が長いので週 1回の注射でよく、患者の QOLを
上げる。
【詳しく】リバビリンとの併用の臨床試験成績
も、併用例での有効率が高いことが示されたので
近々認可される予定である。副作用のプロフィー
ルはペグ化していないものと同じ。むしろ症状が
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衛生、(4)栄養改善、(5)衛生教育、(6)環境衛生
と食品衛生、(7)試験検査などである。
【詳しく】一般に馴染みのあるのは、母子手帳の
発行、診断書の発行、予防注射、医療機関の監
査、結核や精神疾患患者の訪問指導、難病の手続
き、食品衛生や病害虫、ペット、環境・水質検査
など。医師、看護婦 (保健婦 )、獣医、検査技師、
放射線技師、薬剤師、その他の関係職員がいる。
エイズでは地域保健の一環として、HIVの無料・
匿名検査や、エイズ相談の他に、地域や学校への
出前教育にとりくんでいる所もある。難病・長期
療養者の療養指導という意味で在宅エイズ患者
の支援や訪問を行い、医療機関、訪問看護ステー
ションと連携を始めた保健センターもある。
【URL】http://www.hivkensa.com/index.html

《関連用語》HIV検査、訪問

ホスアンプレナビル
Fosamprenavir: FPV

【概要】HIVプロテアーゼ阻害剤。正式な一般名
はホスアンプレナビルカルシウム水和物。商品名
レクシヴァ、略号は FPV(fAPV)。発売はグラク
ソスミスクライン社。薬価は 800.60円。吸収後
速やかにアンプレナビル (プローゼ )に変換され
るプロドラッグでである。プローゼは 1回 8カ
プセル、1日 2回の服用であったが本剤は錠剤数
が減ったので、プローゼに置き換わると思われ
る。リトナビルによるブースト効果がある。食事
の影響はない。
【飲み方】他の抗 HIV薬と併用する。本剤は 4通
りが示されている。(1)抗 HIV薬の治療経験がな
い患者では、① FPV 1回 1錠とノービア 1カプ
セルを 1日 2回、② FPV 2錠とノービア 2カプ
セルを 1日 1回、③ FPV 2錠を 1日 2回服用。(2)
プロテアーゼ阻害剤の服用経験がある患者では、
④ FPV 1錠とノービア 1カプセルを 1日に 2回
服用。
【副作用】皮疹、吐き気や下痢の胃腸症状、高脂
血症、リポアトロフィー、血友病の出血傾向増加。
口周囲のしびれ感。
【その他の注意】他のプロテアーゼ阻害剤と同様

だが、点滴注射では副作用が多い。予防や軽症に
は吸入で使用する。
【用法・用量】点滴：1日 1回 4mg/kgを注射用
水 3～ 5mL溶解後、ブドウ糖液又は生食液 50
～ 250mLに希釈し 1～ 2時間かけて点滴静注。
吸入：1日 1回 300～ 600mgを、300mg当たり
注射用水 3～ 5mLに溶解し、超音波ネブライザー
を用いて 30分かける。
【副作用】かなり多い。点滴中の血圧低下や低血
糖、不整脈。2週間頃発生する高血糖、発熱、吐
き気、嘔吐、下痢、味覚障害、皮疹、腎障害、膵炎、
貧血、白血球減少、血小板減少など。葉酸欠乏症
の予防のために葉酸製剤を併用しておく必要が
ある。
《関連用語》ニューモシスチス肺炎、吸入療法、

葉酸

報告義務
Reporting system to the government

【概要】感染症予防法の第 12条で、全数把握対
象の 4類感染症を診断した医師に対して、都道
府県知事等への届出が規定されている。HIV感
染症 /エイズについては 7日以内に全数届けなれ
ばならず、違反者には罰則が適用される。発病・
死亡などの病状変化の報告は義務ではない。
【詳しく】発生届けに記入される項目は、「性別、
診断時の年齢、病名、診断方法 (指標疾患 )、診
断時の症状、発病年月日、初診年月日、診断年月
日、感染推定年月日、死亡年月日、推定感染地域、
国籍、感染原因、感染経路」であり、個人を特定
できるものはない。個人を特定できないため、重
複登録、登録し損ない、病状変化、転居、帰国を
含む変化があっても真実はわからない。
《関連用語》感染症予防法、守秘義務

保健所
Public Health Office

【概要】保健所は地域保健法 1994(平成 6)年によ
り規定された、疾病の予防、健康増進、環境衛生
などをする公衆衛生活動を行う公的機関である。
主な業務は (1)健康診断、(2)母子衛生、(3)歯科
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ホスピス
Hospice

【概要】治癒 (キュア )よりも、ケアに重点を置
いた医療。これまでは病棟の作り方、医療機器や
スタッフの配備のしかた、スタッフの考え方が、
治癒の見込みがない疾患には向いていなかった。
限られた人生をできるだけ快適に過ごさせるこ
とを目的にしたターミナルケア (終末期医療 )を
実現するのがホスピスである。
【詳しく】施設の整備に注目しがちだが、本当は
人の問題。医師よりも看護や心理専門家を多くす
ることが必要で、患者を中心に、家族、ボラン
ティア、宗教者などが参加して一緒に行なうも
の。かつてエイズはターミナルケアが主要課題で
あったが、治療の改善によりエイズホスピスは一
時遠のいた。確かに HAARTが始まってエイズ
を発症させない時代になったが、エイズの中にも
現在の医療では治せない病気がある。つまり治療
抵抗性になった「癌」である悪性リンパ腫、カポ
ジ肉腫の末期や、脳が冒されるリンパ腫、トキソ
プラズマ症、エイズ脳症、進行性多巣性白質脳症
(PML)などの医療は「キュア」から「ケア」に
重心を移す緩和ケアが必要である。
【日本の医療提供体制の矛盾】エイズを担当して
いる全国の拠点病院は、基本的に「急性期病院」
であり DPCという医療費の支払い方式となって
いる。一方、慢性疾患で在宅療養ができない患者
は療養型病床という中間施設に収容されること
になっている。医療費は固定額であり抗 HIV薬
を使用したり検査をすると、大きな赤字になって
しまうので療養型施設に移せない。急性期病院の
長期入院も、医療費が減額され赤字を抱えている
のが現実である。エイズは当初から緩和ケアの対
象として想定されており、収容して頂けることを
期待している。抗 HIV薬と血友病治療薬は包括
医療から除外された。
【URL】http://www.pref.hiroshima.jp/
fukushi/byouin/center/towa04.html

に、睡眠薬、抗不整脈薬、抗結核薬、セイヨウオ
トギリソウなどで薬物相互作用があり、薬の効果
が弱まったり副作用が強く出ることがあるので、
必ずチェックを行うこと。
【耐性】一次：I50V、I81V。二次：L10F/I/R/V、
V32I、M46I、I47V、I54V。
【URL】http://glaxosmithkline.co.jp/medical/
medicine/item/lexiva/lexiva.pdf
《関連用語》プロテアーゼ阻害剤、アンプレナビル、

ブースト、リトナビル、1日 1回療法

ホスカビル
Foscavir

『ホスカルネット』の商品名。
《関連用語》ホスカルネット

ホスカルネット
Foscarnet; Foscavir, PFA

【概要】サイトメガロウイルスの治療薬の一般名。
Trisodium phosphonoformate, PFA, 商品名は
「点滴静注用ホスカビル」。発売はアストラジャパ
ン社。
【用法】初回は 60mg/Kgを 1時間以上かけて点滴。
1日 3回、2～ 3週間。維持療法は 90～ 120mg/
Kgを毎日点滴。腎障害が起こりやすいので十分
な生理的食塩水を使って尿量を確保する。
【効果】臨床効果はガンシクロビルと同等である。
耐性化した単純ヘルペス、水痘帯状ヘルペスにも
効く。
【副作用】腎臓障害が有名で、水分摂取を十分に
すること、頻繁に血液のクレアチニンや電解質の
測定をして量を調節する必要がある。他に貧血、
神経障害、嘔吐など。
【禁忌】クレアチニンクリアランスが 0.4mL/
min/Kg未満の腎障害。ペンタミジンとの併用は
副作用を増やす。
【URL】http://www.hrd.gr.jp/common/
medicine/19hosukabiru/base.html
《関連用語》サイトメガロウイルス、ガンシクロ

ビル、クレアチニン、ペンタミジン
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疇に属するといわれているため、それ以外は「性
的マイノリティー (少数派 )」といわれ、現在に
おいても偏見や差別の対象となることがある。
【詳しく】性的指向は自己選択が容易ではなく、
いまだ多くの同性愛者が異性愛者中心の社会で
自分の性愛に悩んだり、同性愛者としての生活
と日常生活を分断してしまっている。特に思春
期においてはセクシャルアイデンティティー (自
分の性の自認 )や自己肯定感の獲得が困難である
ことが多く、アン・セーファーセックス (安全で
ない性行為 )との相関も最近注目されている。そ
の一方で、当初男性同性愛者の性行為が HIV蔓
延の原因とされたため、主に欧米のゲイ・コミュ
ニティ内からセーファーセックス (より安全な性
行為 )という概念が生じたことも忘れてはならな
い。
《関連用語》セクシャリティー、ヘテロセクシャル、

バイセクシャル、性行為、性教育、差別、セーファー

セックス

母子感染
Maternal transmission, Mother to child 
infection

【概念】HIVに感染した母体から胎児・新生児へ
の感染。
【頻度】母が感染者の場合、児に感染する率はヨー
ロッパで 15％、日本で推定 20％以下、ニューヨー
クのある地域で 25％、アフリカでは 50％という
地域もあり、平均は 30％前後であろう。母体の
HIV RNA量が多いほど感染率が高い。
【経路】(1)子宮内あるいは胎盤感染、(2)産道ま
たは周産期感染、(3)母乳感染のどれもある。陣
痛が起こる頃になると、胎盤の一部が剥がれて、
お互いの血液が混じり合う。破水後から娩出に
至る時間が長いと感染率が高い。感染率は母体
の血漿 HIV RNA値に比例しており、1000コピ
イ /mL以下では感染例は稀で、10万コピイでは
40％に及ぶ。これらの成績から (2)が大半なので
はないかと考えられている。
《関連用語》感染経路

ホスフルコナゾール
Fosfluconazole

【概要】イミダゾール系の抗真菌薬、フルコナ
ゾールのプロドラッグ。商品名はプロジフ、発
売はファイザー社。生体内でほぼ完全にフルコ
ナゾールになる。注射剤で 126.1mg/1.25mL/V、
252.3mg/2.5mL/V、504.5mg/5mL/Vの剤型があ
る。フルコナゾルに比べ溶解性が高く投与時間も
短縮できる。
【用法・用量】カンジダ症：1日 1回 63.1～
126.1mg(フルコナゾールとして 50～ 100mg)
を維持量として静注。ただし初日、2日目は維持
量の倍量 126.1～ 252.3mg(フルコナゾールとし
て 100～ 200mg)投与。クリプトコッカス症：1
日 1回 63.1～ 252.3mg(フルコナゾールとして
50～ 200mg)を維持量として静注。ただし重症
又は難治性の場合は増量可。
【効果】真菌の膜成分のエルゴステロールができ
るのを抑える。真菌の中でもカンジダとクリプト
コッカスには良く効くが、アスペルギルスには弱
い。クリプトコッカス症、ヒストプラズマ症、コ
クシジオイデス症の二次予防としても推奨され
ている。エイズでは長期間使用することが多いの
で、耐性化することがある。
【相互】P-450の阻害作用があるので、トリアゾ
ラム、シサプリドは併用禁忌。他に併用注意薬多
数あり、薬剤師によるチェックが必要。
【副作用】発疹、下痢、嘔気・嘔吐、肝機能障害。
浮動性めまい。
《関連用語》抗真菌薬、フルコナゾール

ホモセクシャル
Homosexual

【概要】同性愛または同性愛者のこと。特に女性
同性愛者はレスビアンという。また肯定的な呼称
をゲイという。性愛は一般に「同性愛」「両性愛」
「異性愛」と三分割されるが、身体的性別や性自
認 (自分がどのような性別と感じているか )およ
び性的指向にはグラデーションがあるため、性愛
は多様性があると考えられるようになってきた。
しかし世間では大多数が異性愛者と呼ばれる範
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ボセンタン
Bosentan

【概要】エンドセリン受容体拮抗薬の一般名。商
品名はトラクリア、発売はアクテリオン。剤形は
錠：62.5mg。
【用法・用量】成人には投与開始から 4週間は
62.5mgを 1日 2回朝夕食後投与。5週目から
125mgを 1日 2回朝夕食後に投与。1日最大
250mgまで投与できる。
【効果】エンドセリン受容体に拮抗し、エンドセ
リンによる血管収縮、血管透過性亢進、肺動脈壁
の肥厚やリモデリング、肺線維化を抑制。
【相互】P-450の阻害作用がある、シクロスポリン、
タクロリムスは併用禁忌。グリペンクラミドも
併用で肝細胞内に胆汁酸塩の蓄積をもたらし肝
酵素値上昇の発現率が 2倍となるため併用禁忌。
他に併用注意薬多数あり、薬剤師によるチェック
が必要。
【副作用】頭痛 (19.2％ )、浮動性めまい (11.1％ )、
肝機能障害 (10.6％ )、呼吸困難 (8.9％ )、潮紅
(6.8％ )、嘔気 (5.5％ )、下肢浮腫 (5.1％ )、動悸
(4.3％ )、下痢 (4.3％ )、等。
《関連用語》肺高血圧症

ボディマスインデックス
BMI: body mass index

【概要】体型指数。身体計測による栄養指標の1つ。
カウプによって考案された。BMI＝体重 (kg)÷
[身長 (m)〕2。20以下はやせ、24以上を肥満。罹
病率が最少である 22を標準とする。
《関連用語》肥満

ボランティア
Volunteer

【概要】本来の仕事以外の活動を自発的にやる人。
必要経費は受け取ることはあっても、人件費はた
だ。人それぞれ無理のない範囲で、自分にできる
ことをやればいい。
【詳しく】エイズのボランティアの仕事は、感染
者・患者支援、電話相談、教育活動、イベント開
催、ロビイ活動、資金活動など。行政のエイズ対

母子感染の診断
Maternal transmission; Diagnosis of -

【診断】出生直後に新生児のプロウイルス
DNA(PCR)を、直後、1週、4週、24週に血漿
HIV RNA検査する。直後に PCRが陽性のもの
は、子宮内感染が疑われる。直後に PCR陰性で、
その後陽性に変わったものは周産期感染と考え
られる。24週まで PCR陰性のものは、感染を免
れたものと診断される。母親からの移行抗体であ
る HIV抗体は通常消失に 15ヶ月を要するので、
18ヶ月以後に複数回陽性の場合は感染と考えら
れる。なお出生前診断は流産の危険性があるうえ
に感染を発生させる危険がある。
《関連用語》HIV抗体、PCR法

母子感染の予防
Maternal transmission; Prophylaxis of - 

【対策】母子感染を予防する方法は次のものが考
えられる。(1)妊婦の HIV検査の奨励。(2)妊娠
中に抗HIV薬で母体のHIV RNA量を減らす。(3)
予定帝王切開によって娩出時間を短くし、産道粘
液や母体血への曝露を減らす。(4)分娩中の AZT
点滴。(5)新生児への抗 HIV薬の使用。(6)母乳
の禁止。
【抗 HIV薬の成績】ACTG076というアメリカ
の無作為化臨床試験は AZTと偽薬の比較を行っ
た。生後 18月での判定では偽薬群の感染率は
25.5％、AZT群は 8.3％であり、p＜ 0.0006の
有意差であった。日本の HAART実施例の約 90
例からは新生児の感染例は出ていない。
【詳しく】HIV感染が判明したら、内科、産婦人科、
新生児科、手術室、看護師、薬剤師、MSW、心
理士などのチーム医療で実践する。入院前に病室
を見学すれば妊婦は具体的なケアのイメージが
理解できる。今後は母体や胎児に安全な抗 HIV
療法の確立が必要である。出産後の母親の抗
HIV療法継続については相談できめる。
《関連用語》AZT、HIV RNA、帝王切開、乳酸ア

シドーシス
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ポリエチレングリコール
Polyethylene glycol

【概要】ポリエチレングリコールは、H-[-O-CH2-
CH2-]n-OHの一般式をもつ合成高分子重合体。
略号は PEG。分子量は 200から 20,000と色々
で液体から固体まである。水にも有機溶媒にも溶
けるし、イオン化しない。皮膚への密着性がよく
また水に溶けやすいため容易に洗去しやすい。刺
激性もなく油脂性基剤より浸透性に優れる。生体
に対しても毒性が少ない。
【詳しく】アミノ基と結合させると、タンパク
質全体の分子量が大きくなるのでタンパク質の
体内停留時間が長くなる。これを利用したのが
PEG化インターフェロンである。
《関連用語》ペグ化インターフェロンα

マイナー変異
Minor mutation

【概要】プロテアーゼ阻害剤使用で発生するマイ
ナー変異だけなら薬剤耐性ではない。マイナー変
異はメジャー変異の後から遅れて出てくる。メ
ジャー変異が起こった酵素は酵素としての性能
が悪くウイルスの複製能が低い。ここにマイナー
変異が起こると酵素としての性能が回復して複
製能がよくなることがある。つまり変異が重なっ
て悪い性質の HIVになる。
【詳しく】プロテアーゼ阻害剤に関連したマイ
ナー変異としては、10、20、24、32、36、46、
54、71、73、77、88、90などがある。
《関連用語》遺伝子型耐性検査、薬剤耐性、プロ

テアーゼ阻害剤、変異、メジャー変異

マクロファージ
Macrophage

【概要】日本語では大食細胞。体内に侵入してき
た異物に対して最初に反応して駆けつけ、処理す
る細胞。パックリ飲み込むように取りこんでしま
うのでこの名前がついた。かみ砕いた侵入物の情
報を抗原としてリンパ球に知らせる (抗原提示細
胞 )。
【詳しく】警察に例えれば駐在所の警官に似てい

策に比べると柔軟性があるのが特徴で、お互いが
意見を交換しながら補いあい、協力しあう。逆に
欠点は人材の確保、トレーニング、継続性、そし
て慢性的な資金不足である。分類の切り口によっ
て、NPO(Non-profit organization：非営利団体 )、
NGO(Non-governmental organization：非政府
団 体 )、CBO(Community-based organization:
地域活動団体 )などがある。事務局メンバーは給
与を得ている場合もある。
《関連用語》特定非営利法人

ボリコナゾール
Voriconazole

【概要】アゾール系の抗真菌薬。商品名はブイ
フェンド、発売はファイザー社。剤型は錠：50・
200mg、注：200mg/V。
【用法・用量】重症、難治性のカンジダ症、クリ
プトコッカス症、アスペルギルス症に対し、錠剤：
成人 (40kg以上 )初日 1回 300mgを 1日 2回、
2日目以降は 1回 150mg又は 200mgを 1日 2
回食間投与。効果不十分の場合初日 1回 400mg1
日 2回、2日目以降は 1回 300mg1日 2回まで
投与できる。(40kg未満 )初日 1回 150mgを 1
日 2回、2日目以降は 1回 100mgを 1日 2回食
間投与。効果不十分の場合は 2日目以降の投与
量を 1回 150mg1日 2回まで増量できる。注射：
成人には初日 1回 6mg/kgを 1日 2回、2日目以
降は 3mg/kgを 1日 2回点滴静注。
【効果】真菌の膜成分のエルゴステロールができ
るのを抑える。アスペルギルスにも良く効く。
【相互】P-450の阻害作用があるので、リファン
ピシン、リファブチン、ストックリン、リトナビ
ル、カルバマゼピン、ピモジド、シサプリド、麦
角アルカロイドは併用禁忌。他に併用注意薬多数
あり、薬剤師によるチェックが必要。
【副作用】視覚障害 (6.3％ )、霧視 (4.8％ )、悪心
(4.6％ )、悪心 (4.6％ )、嘔吐 (4.4％ )、肝機能異
常 (4.2％ )、発熱 (4.1％ )等。
《関連用語》抗真菌薬
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た。(1)遠位性対称性多発性神経障害、(2)炎症性
脱髄性多発性神経障害、(3)多発性単神経炎、(4)
自律神経障害に分類される。
【詳しく】HIV感染者の 35％が様々のニューロ
パチーがあるという。HIV感染症以外では外傷
によるものや糖尿病性のものが多い。HIV感染
症ではサイトメガロウイルス、水痘・帯状疱疹ウ
イルス、HIV自体の他、ddI、ddC、d4Tなどの
薬剤はミトコンドリア障害の副作用によるもの
である。
《関連用語》CDC分類カテゴリー B、ddI、ddC、

d4T、遠位性対称性多発性神経障害、炎症性脱髄

性多発性神経障害、多発性単神経炎、自律神経障

害

麻薬中毒
Drug addiction

【概要】天然の麻薬はアヘンで、抽出物がヘロイ
ン、コカイン、より純化したものにモルヒネ、コ
デイン、メタドンがある。麻薬取り締まり法によ
り厳しく使用が制限されている。麻薬常用者が使
うのはヘロインとコカインであるが、前者は静
注、後者は煙を吸入する。
【症状】中毒症状は収縮瞳孔、意識障害、呼吸抑
制など。不純物を含んだヘロインでは筋肉融解や
急性腎不全を起こすことがある。
《関連用語》麻薬中毒、薬物乱用、静脈注射薬常

用者、コカイン、メタドン、覚醒剤、メタドン・

クリニック

マラビロク
Maraviroc

【概要】HIVの共受容体である CCR5をブロック
する初の侵入阻害剤の一般名。製造販売はファ
イザー社。日本では「シーエルセントリ」、アメ
リカでは Selzentry、他の国では Celsentriとい
う商品名。多剤耐性 HIVの患者に対して他剤と
の併用認可を受けた。剤型は 150mg錠、薬価は
2279円。通常は 300mgを 1日 2回内服する。
【適応】複数の抗 HIV薬に耐性で、あらかじめ「ト
ロピズム検査」によって CCR5指向性の HIV-1

る。もともとは骨髄で生まれた白血球の中の単
球が局所に住み着いたもの。表面には CD4抗原
を少量もっており、HIVも感染する。HIVの初
感染の場合、HIVは CD4リンパ球よりもマク
ロファージの方が初期には好きなようだ。ただ
HIVが増えてもマクロファージは死なないので、
HIVの製造所・貯蔵庫になってしまう。
《関連用語》ヘルパー T細胞、単球、免疫、抗原

提示細胞

マクロファージ指向性株
Macrophage tropic strain

【概要】HIVの表面の gp120という蛋白がマクロ
ファージの表面にある CD4と結合しただけでは
感染が起こらない。さらに CCR5という共受容
体 (co-receptor)蛋白と結合すると、細胞内に侵
入できる。このような性質を持った HIVをマク
ロファージ指向性の株と言う。別名 R5ウイルス
ともいう。
【詳しく】侵入阻害剤であるマラビロクは、R5ウ
イルスの細胞への侵入を阻止することができる。
R5という指向性をもっているかどうかは、指向
性検査を行って判定する。
《関連用語》マクロファージ、CD4、CCR5、共

受容体、R5ウイルス、指向性、指向性検査

末梢性神経障害
Peripheral neuropathy

「末梢性ニューロパチー」を参照。
《関連用語》末梢性ニューロパチー

末梢性ニューロパチー
Peripheral neuropathy

【概要】ニューロは神経、パチーとは障害、あわ
せて神経障害。脳や脊髄 (中枢神経 )の外側の末
梢神経のレベルに障害が起こっているもの。症状
としては足先や指のジンジン感、しびれ感などの
知覚障害、そして筋力低下や麻痺までの運動障
害。HIV感染症では中枢神経から末梢神経のど
のレベルでも障害が起こることがある。このため
CDCの分類ではカテゴリー Bの症状に加えられ
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細胞や B細胞が集まって増えた状態。ゆっくり
腫れたので痛みは感じない。患者が自分で気づく
ことも少ない。
《関連用語》PGL、ARC

ミオパチー
Myopathy

【概要】筋肉障害。HIV感染症では AZTなど
核酸系逆転写酵素阻害剤の副作用として出るこ
とがある。ミトコンドリア障害と考えられてい
る。筋力が低下したり、痙攣が起こる。血清の
CPK(CK：クレアチンフォスフォキナーゼ )とい
う酵素が上昇することがある。
《関連用語》AZT、副作用、ミトコンドリア障害

ミカファンギン・ナトリウム
Micafungin sodium; MCFG 

【概要】キャンディン系の抗真菌薬。商品名はファ
ンガード、発売はアステラス社。略号はMCFG。
剤型は、注：50mg、75mg/V。
【用法・用量】カンジダ症：1日 1回 50mg1日
1回点滴静注。重症、難治性のカンジダ症には 1
日 300mgまで増量できる。アスペルギルス症：
50～ 150mg1日 1回点滴静注、重症又は難治性
のアスペルギルス症にはには 1日 300mgまで増
量できる。
【効果】真菌の細胞壁の 1、3-β -D-グルカンの生
合成を阻害膜する。
【副作用】AST上昇 (6.7％ )、ALT上昇 (5.8％ )、
Al-P上昇 (5.6％ )、嘔吐 (4.9％ )、白血球減少
(4.3％ )、低マグネシウム血症 (4.3％ )等。
【その他】配合禁忌が多いので、原則は単体で
使用するのがよい。薬価は、50mg1瓶：7,618、
75mg1瓶：11,104円。
《関連用語》抗真菌薬、カンジダ症、アスペルギ

ルス症

ミコナゾール
Miconazole; Florid

【概要】アゾール系で最初に市販された抗真菌薬
の一般名。商品名はフロリード、コランゾール、

が検出された成人感染者。この条件では適応患者
数は少ない。
【有効性】耐性患者を対象にした大規模な臨床試
験では、ウイルス量の減少と CD4細胞数の増加
が得られ、48週後にも効果が持続していたとい
う。しかし多剤耐性になっている人は経過が長く
多くの薬剤を経験していること、病状が進行する
と R5ウイルスから X4ウイルスに変化したり混
在することを考えると、本剤が活躍しうるのはむ
しろ感染早期ではなかろうか。
【薬物相互作用】本剤はチトクローム p450 
CYP3A4で代謝される。CYPの誘導 (ストック
リンやリファンピシン )や阻害作用をもつ薬 (リ
トナビル )との併用では薬剤相互作用を起こす可
能性があり、用量調節を行う必要がある。
【副作用】頻度が多いのは咳、発熱、寒気、皮疹、
筋肉痛、関節痛、胃痛そしてめまいがある。アレ
ルギー性の副作用や肝障害、心血管障害も報告が
ある。CCR5の役割から考えると本剤は感染症や
癌にかかりやすくなるかもしれない。
【URL】http://www.aidsmeds.com/archive/
selzentry_1629.shtml
《関連用語》ケモカイン受容体、CCR5、CXCR4、

侵入阻害剤、トロピズム、チトクローム P450、

相互作用

慢性
Chronic

【概要】病気の経過が長いこと、あるいは緩やか
なことを示す形容詞。反対語は「急性」。急性の
後に慢性が来るというように、順序を示す言葉で
はない。
《関連用語》急性

慢性リンパ節腫脹
Chronic lymphadenopathy

【概要】PGL、LASと同じ意味。主に腋窩 (え
きか＝わきのした )や頸部の複数のリンパ節が、
1cm以上の大きさで 3ケ月以上にわたって腫れ
ている状態。早期の ARCとして普通にみられる。
リンパ節内で HIVでの複製に反応して CD8＋
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合体産物である細胞核には関係なく、母親の卵
細胞のミトコンドリア DNAを受け継ぐという、
変わった遺伝形式をとる。このミトコンドリア
DNAを複製する酵素は DNAポリメラーゼγと
いう。
《関連用語》核酸系逆転写酵素阻害剤の副作用、

DNAポリメラーゼγ

ミトコンドリア障害
Mitochondria toxicity

【概要】細胞のエネルギー ATPはミトコンドリ
アで作られる。ミトコンドリア障害はミトコンド
リア自体の減少と、ミトコンドリア内の酵素不足
で細胞のエネルギー ATP不足の症状がでる。エ
ネルギー産生の影響を受けやすいのは、中枢神経
系、心臓、骨格筋、腎臓、ホルモン分泌組織の順
序といわれる。
【詳しく】ミトコンドリアの DNAは DNAポリ
メラーゼγで複製される。この酵素が核酸系逆
転写酵素によって阻害され、DNAが枯渇してく
ると、エネルギー産生系の酵素ができなくなり
細胞の機能が損なわれる。DNAポリメラーゼγ
に対する阻害能力の強さはザルシタビン＞ジダ
ノシン＞スタブジン＞ラミブジン＞アジドチミ
ジン＝アバカビルの順序である。薬剤を中断する
と回復するが時間がかかる。
《関連用語》DNAポリメラーゼγ、核酸系逆転

写酵素阻害剤

ミトコンドリア障害の症状
Mitochondria toxicity; symptoms of -

【概要】ミトコンドリア障害は核酸系逆転写酵素
阻害剤ごとにやられやすい臓器の細胞があり、症
状も違う。アジドチミジンは骨髄障害・筋肉障害・
心筋障害を起こす。スタブジンとザルシタビンと
ジダノシンは神経障害を起こす。スタブジンの神
経障害は麻痺が上行性に進行してギランバレー
症候群に似る。ジダノシンとラミブジンは膵炎を
起こす。スタブジンは脂肪肝を起こす。これらは
いずれも、それぞれの臓器でのミトコンドリア障
害である。

フェミナゾール、ミコウィンなど。剤型として
は：注射薬 200mg/20mL/A、経口用ゲル、腟坐
薬 100mg、ゲル経口用：2％ (5g/本 )がある。
【用法・用量】全身感染症：初回 200mg、以後 1
回 200～ 400mgを点滴静注。膣カンジダ症：膣
坐薬、1日 1回 100mg。口腔カンジダ症：1日
200～ 400mg(10～ 20g)分 4(食後・就寝前 )口
腔内に含んだ後、少量ずつ嚥下。
【作用】クリプトコッカス、カンジダ、アスペル
ギルス、コクシジオイデスによる感染症。低濃
度では主として細胞膜並びに細胞壁に作用して、
細胞の膜透過性を変化させることにより抗菌作
用を示す。高濃度では細胞の壊死的変化をもたら
し、殺菌的に作用する。
【相互作用・副作用】P-450阻害作用があるので
テルフェナジン、アステミゾール、シサプリドの
併用は禁忌、この他併用注意薬あり事前にチェッ
クが必要。
《関連用語》クリプトコッカス、カンジダ、アス

ペルギルス、コクシジオイデス、抗真菌薬

ミコブチン
Mycobutin

抗酸菌治療薬「リファブチン」の商品名。
《関連用語》リファブチン

ミトコンドリア
Mitochondria

【概要】糸状体。体中の全ての細胞の細胞質に数
百個ずつある顆粒状の構造体。ブドウ糖から細
胞のエネルギーである ATP(アデノシン三燐酸 )
を作る発電所である。1個のミトコンドリアには
数個の環状の DNAがあり、エネルギー製造にか
かわる 37個の遺伝子をもっている。つまり ATP
合成酵素と呼吸鎖複合体の蛋白、そしてそれを作
る遺伝子である。この遺伝子異常の病気として、
アルツハイマー病や、さまざまな神経、筋肉の病
気が起こる。
【詳しく】受精の時に精子は精子のミトコンドリ
アを卵子の中に持ち込まない。それでミトコン
ドリアの中にある遺伝子 DNAは、精子と卵子の
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ように、例えばくじ引きすること。
【詳しく】調子の良い人ばかりが片方の治療群に
偏ってしまうと治療成績の比較ができず、研究結
果が信用できなくなる。比較をするためには、研
究を始める前にできるだけ条件を揃えておく必
要がある。例えば、性別、年令、重症度などそれ
までにわかった条件 (交絡因子という )の分布を
そろえておくこと。くじの代わりに、サイコロや
封筒や乱数表を使ったりする。これを「無作為に
割りつける」という。比較する群同士の条件がそ
ろわないことを「バイアスがある」という。
《関連用語》臨床疫学、治験

無症候
Asymptomatic

【概要】病気の症状を感じることができず、外見
上も何の徴候もみられない状態をさす。反対語は
有症状 (symptomatic)。

無症侯キャリア
Asymptomatic carrier; AC

【概要】急性 HIV感染症の後、体内の HIVは大
人しくなったようにみえるが、実際にはリンパ装
置で HIVは盛んに産生されており、1日あたり
10の 10乗個のウイルス粒子ができているとい
う。CD4細胞は毎日作られ、毎日破壊され、あ
る種の平衡状態になる。感染者の免疫能 (CD4細
胞数 )は比較的保たれ、まったく症状はない。こ
のような状態の感染者を無症候キャリアと呼ん
できた。
【詳しく】この時期にみられることがある検査値
異常としては、赤沈の亢進、白血球数低下、血小
板数低下、γグロブリンの上昇などである。
《関連用語》抗体陽性、AC、ARC

メジャー変異
Major mutation

【概要】抗 HIV薬を使用して最初に発現する変異
で、使用された薬剤に特異的なものが多い。酵素
の構造が変わり薬剤と酵素の結合が起こりにく
くなるためにウイルス増殖の抑制が損なわれる。

【詳しく】筋肉や肝臓細胞では糖代謝の途中で発
生する乳酸を処理することができなくなる。血中
に蓄積して高乳酸血症、乳酸アシドーシスを起こ
すことがある。ミトコンドリアの中の DNAが少
なくなれば、解糖系酵素の産生量も減っており、
DNA量から回復するためには、かなり時間がか
かる。原因薬剤が中止されても、神経系の障害、
心筋障害、高乳酸血症などが回復するにはいずれ
も月の単位がかかる。
《関連用語》核酸系逆転写酵素阻害剤、乳酸アシ

ドーシス

ミンテゾール
Mintezol

「チアベンダゾール」の商品名。
《関連用語》チアベンダゾール

無顆粒球症
Agranulocytosis

【概要】血液の中に顆粒球、つまり好中球 (正常
は 1700/μ L以上 )がみられなくなった状態をい
う。自己免疫や抗癌剤などで減少した場合は、好
中球減少症といい、薬剤の副作用で起こった場合
を特に無顆粒球症という場合が多い。HIV感染
症ではもともと好中球は減少ぎみである。
【詳しく】無顆粒球症を起こしやすい薬剤は、
ニューモシスチス肺炎の治療や予防で使われる
ST合剤、ペンタミジンそして抗 HIV薬のネビ
ラピンなど。無顆粒球症の発見の遅れは生命に危
険。診断は骨髄穿刺。治療は薬剤の中止、無菌ベッ
ドへの収容、副腎皮質ステロイドや G-CSFを使
用する。新しい薬を始めたら 2週間目に血液検
査をするのがよい。
《関連用語》骨髄、顆粒球、好中球、ST合剤、ペ

ンタミジン、ネビラピン、副腎皮質ステロイド、

G-CSF

無作為化
Randomization

【概要】これから 2つ以上の治療法の比較試験を
行うまえに、治療に影響を与える因子が働かない
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メタンフェタミン
Methamphetamine

【概要】覚醒剤の代表。覚醒剤の代表はメタンフェ
タミン (ヒロポン )である。ICE、“シャブ”とか“ス
ピード”とか“S”などとも呼ばれる。強い覚醒
作用、精神賦活作用がある。薬が切れると強い疲
労感と虚脱感が出現するので、常習者になりやす
い。
【詳しく】従来中毒患者の注射痕が決め手といわ
れていた。吸入や内服で摂取できるものがある。
やがて“あぶり”と呼ばれる蒸気の吸入では足り
なくなり、静注使用に移行してゆく。日本の覚醒
剤使用者は HCVや性感染症の頻度が高く、HIV
の侵入が始まると拡散の可能性がある。
《関連用語》薬物乱用、覚醒剤、静脈注射薬常用

者

メトロニダゾール
Metronidazol, Thiabendazole

【概要】抗原虫薬の一般名。商品名はトリコシー
ド、フラジール、タキメトール、トリコシード、
ニダで、250mgの内服錠と腟錠がある。赤痢ア
メーバ症 (保険適応外 )、トリコモナス症、ラン
ブル鞭毛虫症 (保険適応外 )糞線虫や嫌気性菌に
使用される。
【使用法】(1)赤痢アメーバ症 :2,250mg/日 (分
3)7日間内服。(2)トリコモナス症：750mg/日
(分 3)で 7日間内服、または 1日 1回 250mgで
10～ 14日間腟内挿入。(3)ランブル鞭毛虫症：
750mg/日 (分 2)経口で 5～ 7日間内服。
【副作用】けいれん、脳症、小脳失調症、偽膜性
腸炎など重症な副作用はごく稀。アルコールによ
り腹部の疝痛、嘔吐、潮紅あり→投与期間中は飲
酒を避ける。
《関連用語》寄生虫、ランブル鞭毛虫症、糞線虫、

アメーバ

メプロン
Mepron

ニューモシスチス肺炎の治療薬、「アトバコン」
の商品名。

プロテアーゼの場合、30、48、50、82、84、90
番目のアミノ酸に変異が起こったものを主要変
異と言う。90番以外はすべてプロテアーゼの構
造で活性中心の変異である。1カ所の変異だけで
全く効かなくなるわけではない。
【詳しく】D30Nはネルフィナビルに、I47Aはロ
ピナビルに、G48VMはサキナビルに、I50Vは
アンプレナビルに、I50Lはアタザナビルに特異
的なメジャー変異であるが、他のプロテアーゼ阻
害剤には感受性がある。構造が変化した酵素は酵
素としての性能も悪くなり、増殖能が低下するこ
とが多い。これをフィットネスの低下と言う。
《関連用語》遺伝子型耐性検査、薬剤耐性、プロ

テアーゼ阻害剤、マイナー変異、フィットネス

メタドン
Methadone

【概要】ヘロインの誘導体の商品名。1錠は
10mgである。製造はロキサン社。経口でヘロイ
ンと似た作用を持ち、半減期が長い。製造から販
売までをアメリカ政府がコントロールできる。日
本にはない。
《関連用語》静脈注射薬常用者、ヘロイン、メタ

ドン・クリニック

メタドン・クリニック
Methadone Clinic

【概要】ヘロイン中毒の患者に同等な作用で内服
できるメタドンを代用として使用する診療所。患
者は不法で高価はヘロインの代わりにメタドン
を無料で配布される点がメリットになる。ある意
味では合法的な麻薬患者を政府にコントロール
された診療所で使用されることで、患者の管理に
つながる。同時に HIV予防教育や検査の奨励が
行われており、患者・感染者発見の端緒にもなる。
日本にはない。
《関連用語》メタドン、静脈注射薬常用者、ヘロ

イン、コカイン
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の信号を測定する方法。最初はmg/dL程度の濃
度のものから、どんどん感度を上昇させ、pg/mL
のレベルに到達した。抗体をはかりたいときは抗
原を試薬に、抗原をはかりたいときはマウスのモ
ノクローナル抗体使う。良い抗原をどうやって作
るか、どんな抗体を使うか、Boundと Freeをど
う分けるか、信号をどうやって測定するかで名前
が違う。
【詳しく】反応原理として次のものがある。後に
なるほど、感度、特異度が高く、全自動化に向かっ
ている。(1)放射免疫測定法 (RIA: Radio Immuo 
Assay)：最も古い。反応物が出す放射能をカウ
ントする。特別な装置が必要であった。(2)酵素
免疫測定法 (EIA: Enzyme Immuno Assay)：反
応系にペルオキシダーゼのような酵素を抗体に
くっつけて、後から基質を加えて発生する反応物
の比色を行う。(3)酵素結合免疫吸着法 (ELISA: 
Enzyme-linked Immuno-sorbent Assay)：感度
を上げるために、固相にくっつけた抗体と酵素を
つけた 2種類の抗体で抗原を挟む方法。(4)化学
発光酵素免疫測定法 (CLEIA: Chemiluminescent 
Enzyme Immuno Assay)：測定物質に固相化抗
体と標識抗体を反応させ、発生する化学発光を
測定する方法。(5)化学発光免疫測定法 (CLIA: 
Chemiluminescent Immuno Assay)：モノクロー
ナル抗体をコーティングした磁性体と蛍光色素
をつけた固相化抗体ではさみ、蛍光量を測定す
る。(6)免疫クロマトグラフィー法 (IC: Immuno-
chromatography)：抗原抗体反応物が浮き上がっ
て目で見えるように工夫された迅速法。
《関連用語》抗原、抗体

免疫機能障害
Immune dysfunction

【概要】身体障害福祉法に規定された障害名のひ
とつ。正式名称は、「ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能障害」である。HIV感染症であると
認められれば、身体障害の程度に応じて、1級～
4級の身体障害者手帳が交付される。1998年 4
月に新たに認定された。
【URL】http://www.houko.com/00/01/S24/

《関連用語》アトバコン

メモリアル・キルト
Memorial Quilt

【概要】本当はキルトではなく、クィルトと発音。
エイズのキルトは、90cm× 180cm(人の大きさ )
の布。エイズで亡くなった人を偲んで作る、一種
の喪の作業。「こんなに愛されていた人を失った
のだ！」という感慨を起こし、伝えるメッセージ
の大きさに驚く。The NAMES Projectが創始団
体。日本にはメモリアル・キルト・ジャパン (MQJ、
本部：大阪 )他がある。
【URL】http://www.aidsquilt.org/

《関連用語》ボランティア

免疫
Immunity

【概要】「自分」と「自分以外」を識別して、「自
分以外」を排除する生体が持っている防御システ
ム。「自分以外」はしばしば細菌やウイルスなど
の侵入者であり、免疫によって病気を防いでい
る。
【詳しく】血液の白血球が主に担当し、その中で
もマクロファージ、好中球、リンパ球が重要な働
きをする。マクロファージが最初の処理に当たっ
て信号を出し、リンパ球が覚えて指名手配や逮
捕状を出したり直接相手を破壊したり、好中球は
病原体を取り囲んでやっつける。抗体という蛋白
を使う場合を液性免疫、細胞成分の連携プレイで
やる場合を細胞性免疫という。このように免疫に
よって異物を排除するしくみは警察機構に似て
いる。
《関連用語》白血球、マクロファージ、好中球、

リンパ球、抗原、抗体、液性免疫、細胞性免疫

免疫学的測定法
Immunoassay, Immunometry

【概要】臨床検査の原理で抗原と抗体の特異的な
結合反応を利用した測定法。反応層の中で結合物
をつくらせて複合物 (Bound)と、結合していな
い物質 (Free)を何らかの方法で分ける。結合物
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免疫再構築症候群
Immune reconstitution inflammatory 
syndrome: IRIS

【概要】進行したエイズの免疫不全症が、強力な
抗 HIV薬の併用療法によって回復してきた後、
残存している病原体に対し思い出したように免
疫反応が起こり、一時的に症状が強くなること。
例えば、ニューモシスチス肺炎でエイズ発病し
た人にニューモシスチス肺炎治療と HIV治療が
並行して行われた場合、肺炎が改善したはずの 3
週間以後に高熱・胸写悪化など症状が盛り返すこ
とがある。
【詳しく】エイズ発病で HIV感染とわかった人に
起こりやすい。ニューモシスチス肺炎、サイト
メガロウイルス感染症、結核、非結核性抗酸菌
症、トキソプラズマ脳症、クリプトコッカス症、
進行性多巣性白質脳症などで経験される。B型や
C型慢性肝炎の活動化もこのメカニズムかもしれ
ない。いずれにしても感染症を起こす病原体が、
免疫回復過程に居残っているということが発症
の条件である。
《関連用語》免疫、CTL、CD4、ニューモシスチ

ス肺炎、サイトメガロウイルス感染症、結核、非

結核性抗酸菌症、トキソプラズマ脳症、クリプト

コッカス症、進行性多巣性白質脳症

免疫再構築症候群の診断
Immune reconstitution inflammatory 
syndrome: IRIS; diagnosis of -

【概要】Shelburneらの定義は次の通り。1)エイ
ズの診断、2)有効な抗 HIV治療、3)抗 HIV治
療開始後に出現した感染症、すでに認識されてい
る感染症の予測されうる臨床経過や治療の副作
用では説明できないこと、以上の 4点を満たし
た症例を本症とする。
【詳しく】発症時期は抗 HIV治療開始から数日か
ら 100日と広く分布するが、3ヶ月以内を注意す
ればよいだろう。抗 HIV治療開始時の CD4細
胞数は 50/μ L以下と高度な低下がほとんど。ウ
イルス量は低下の途中で経過良好と思われると
きに、発熱と共に発症する。結核の場合でも菌量

283.HTM
《関連用語》身体障害者手帳、身体障害者認定、

身体障害者診断書、更生医療、育成医療、自立支

援医療、重度医療、障害者自立支援法

免疫クロマトグラフィー法
Immunochromatography method

【概要】略号は「IC法」。俗称ラピッドテスト。
ダイナボット社の「ダイナスクリーン・HIV-
1/2」が HIV抗体のスクリーニング検査法として
採用された。血清、血漿、全血を 50μ L滴下し、
15分後に赤いバンドがでることにより陽性と判
定できる。感度は従来のスクリーニング検査法と
同等なので見逃しは少ない。いずれにせよ陽性の
場合は確認検査が必要。偽陽性が多いのでびっく
りしないこと。
【詳しく】採血後数時間あるいは数日待つ必要が
ない。つまり結果を聞くため再受診をする必要が
ない。針刺し事故後などの緊急検査に威力を発揮
しそうだ。一方、検査前カウンセリング→検査→
陽性の告知が連動するので、患者も医者も心理的
にはあわただしい。
《関連用語》HIV抗体、スクリーニング検査

免疫グロブリン
Immunoglobulins

【概要】抗体は働き。免疫グロブリンは物質群の
名前である。実態は同じと考えてよい。免疫グロ
ブリンには抗原と結合する Fabという部分があ
り、この細かな構造が抗原の構造にぴったり結合
する形になっている。
【詳しく】免疫グロブリンは化学構造で分類する
と IgG、IgA、IgM、IgD、IgEがあり、それぞ
れ役割が違う。IgAは涙、唾液、膵液などの分泌
液に含まれ粘膜の防衛に関与する。IgGは獲得性
の抗体の大半を占めている。IgEはアレルギー反
応に係わる。
《関連用語》液性免疫
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が、実用化に至ったものはない。組み換え型イン
ターロイキン -2(IL-2)が臨床試験として行われ
ている。
《関連用語》免疫、サイトカイン、IL-2

モノカイン
Monokine

【概要】単球やマクロファージなどから分泌され
るサイトカインの総称。リンパ球の産生するリン
ホカインに対比して用いられる。インターロイキ
ン 1(IL-1)、IL-8、腫瘍壊死因子α (TNF-α)な
どが含まれる。
《関連用語》サイトカイン

モノクローナル抗体
Monoclonal antibody

【概要】Bリンパ球が成熟したものが形質細胞。
癌化した形質細胞を骨髄腫細胞という。骨髄腫細
胞はある抗原の 1ケ所にだけ反応する 1種類の
抗体だけをたくさん作る。特定の抗原でマウスの
B細胞を免疫刺激して、別なマウスの骨髄腫細胞
を融合させると、その抗原だけに反応する抗体が
得られる。これをモノクローナル抗体という。
【詳しく】モノクローナル抗体は特定の物質を固
定して分離したり、染め分けたり、測定したりす
ることに利用できる。基礎研究である物質の働
きを抑えるのに使ったり、凝固因子製剤の製造、
CD4などリンパ球の分類、HIV抗原の測定など
に利用されている。さらに最近はヒトとマウスの
キメラ型で、リツキシマブのような治療薬として
の開発が進んでいる。
《関連用語》抗体、CD、B細胞、モノクローナル

製剤、リツキシマブ

モノクローナル製剤
Monoclonal antibody-purified product

【概要】1989年から行われている凝固因子製剤 (第
Ⅷ因子、第 IX因子 )製剤の製造方法。凝固因子
にタイするモノクローナル抗体をビーズにつけ、
血漿を通過させると電磁石のように凝固因子だ
けが付着し、ウイルスなどの不純物を取り除き、

が増えたという所見はない。

《関連用語》CD4

免疫再構築症候群の治療
Immune reconstitution inflammatory 
syndrome: IRIS; treatment of -

【概要】本症は抗 HIV療法で免疫回復過程に、病
原体が居残っているために発生する炎症反応で
ある。従って対処としては原因となっている病原
体への治療継続、他の隠れていた日和見感染症の
診断と治療が基本。対症的に非ステロイド系消炎
剤の使用、過剰なサイトカイン産生を抑制するた
めに、中等量の副腎皮質ステロイドの併用も多
い。結核や非結核性抗酸菌症のように病原体の抑
制に時間がかかり、かつ免疫反応が強い場合は、
長期ステロイド使用の不利益を考え、抗 HIV治
療の中断をしないといけない場合もある。
【詳しく】現実に主治医を悩ませるのは、原因と
なる病原体がみつけにくい場合、使用している薬
剤の副作用との区別、副腎皮質ステロイド使用
の決断、抗 HIV治療中断の決断などである。確
実な予防法はない。本症を知っていること。抗
HIV療法を開始する前に隠れた日和見感染症は
ないか検討しておくこと、結核の場合、待つこと
が可能なら先に結核を治療して、後から抗 HIV
療法を開始する戦略が考えられる。個別には専門
医と相談しながら対処するのが良い。
《関連用語》結核、非結核性抗酸菌症、副腎皮質

ステロイド

免疫調整剤
Immunomodifier immunomodulator

【概要】免疫能に影響を及ぼす薬剤。HIV感染症
ではウイルスの増殖を抑えながら、残った免疫能
を高める治療が考えられる。臨床試験中の薬はあ
るが市販に至ったものはない。
【詳しく】免疫担当細胞どうしはサイトカインと
いう他種類の物質が作用しあっているので、この
サイトカインのネットワークを直接あるいは間
接的に動かして HIV感染症の自然歴を延長させ
ることを目的としている。理論的には期待される
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後になって 100mg/Lの濃度に上げても増殖でき
るものになったとすると、この場合の HIVは A
に対する感受性が低下したという。感受性の低下
は抵抗性、あるいは耐性という。しかし逆に「耐
性がない」ことは、必ずしも「感受性がある」保
証ではない。
《関連用語》耐性、変異

薬剤耐性
Drug resistance; tolerance

【概要】微生物も複製のたびに常にある程度の変
異 (＝遺伝子の変化 )を起こしているが、環境に
適応したものが生き残る。低濃度の薬があるとい
う環境に微生物がさらされると、その薬の効果を
はねかえす性質をもった変異が選ばれる。ついに
通常濃度でもはね返して増殖できる性質を獲得
すると、もはや薬が効かなくなり、薬剤耐性に
なったと言う。反対語は感受性。
【詳しく】薬剤耐性には 3つのレベルがある。「遺
伝子型の耐性」は、薬剤耐性に関連した遺伝子
変異がみられるものを言う。「表現型の耐性」は、
試験管の中で薬をまぜて HIVを増殖させ、薬が
あるのに HIVが抑えきれないという結果がみら
れるものを言う。「臨床的な耐性」は、患者が服
薬して最適の薬剤濃度になっているのに、HIV
が減らずに増殖し続けているものを言う。 非核
酸系逆転写酵素阻害剤のように、たった 1箇所
の遺伝子変化でも完全に耐性になる場合があり、
プロテアーゼ阻害剤のように、何カ所もの遺伝子
変異の組み合わせで、ようやく耐性と言える場合
もある。一般に、薬剤耐性 HIVは増殖力が弱く、
免疫不全が進行しない場合がかなりみられる。そ
の意味では、耐性だからと言って治療を諦めるの
は得策とは言えない。
《関連用語》感受性、抗ウイルス剤、逆転写酵素

阻害剤、プロテアーゼ阻害剤、変異、遺伝子型、

表現型、増殖能

薬剤耐性検査
Drug Resistance Testing

【概要】薬剤耐性であることを試験管内で証明す

より純度が高い凝固因子が得られる。
【詳しく】最初に製品化したのはバクスター社で、
加熱製剤を追いやり、一時期の市場を制した。日
本赤十字社のクロスエイトMはバクスター社に
特許使用料を払って製造している。この製剤か
らは新たな HIV感染は起こっていないが、この
あとパルボウイルス B19(PB19)感染は発生した。
現在は PB19対策もとられ、問題となる感染症は
発生していない。。
《関連用語》血友病、加熱製剤、HIV、遺伝子、

モノクローナル抗体

薬害 HIV 裁判
The law suit about HIV infection among 
hemophiliacs in Japan

【概要】血友病患者の HIV感染は、国がしっかり
した血液行政をしなかったこと、製薬メーカーが
安全な製剤供給の責任を果たさなかったことに
よっているとして、東京と大阪の地裁に、感染被
害者が損害賠償を求めて提訴した民事裁判。最初
の 5年間は原告不利で展開したが、1996年 3月
29日に和解となった。
【詳しく】和解内容では、(1)一時金が 4500万円
と類似例としては高額なこと、(2)障害の別なく
一律であること、(3)第 3者を介さないで未提訴
者の提訴への道をつけたこと、(4)今後の恒久対
策の協議継続の約束などが注目される。特定医
師、行政担当者、メーカー担当者を相手に刑事訴
訟が続いた。薬害防止の意味のみならず、行政、
医療界、薬業界に深いショックと反省を招いた。
【URL】http://www.t3.rim.or.jp/~aids/

《関連用語》血友病、加熱処理製剤

薬剤感受性
Susceptibility to drug

【概要】薬剤によって病原体が感染力を失ったり
死滅したりする程度のこと。「この薬は、この病
原体の増殖を防ぐのに効果があります。」という
意味。
【詳しく】ある時 HIVが Aという薬で 1mg/Lの
濃度にさらされたら増殖できなかったのに、その
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RNA量が増えても CD4数、つまり免疫能が回
復してくる患者もある。残っている耐性 HIVは
複製能が低く病原性が少ないのかも知れないの
で悩ましい。また薬剤耐性のデータは、針刺し事
故時に受傷者が薬剤を選ぶときにも参考になる。
【URL】http://idsc.nih.go.jp/iasr/25/293/dj2934.
html
《関連用語》薬剤耐性、抗 HIV療法の変更

薬物吸収
Absorption of drug

【概要】薬を飲むと最初に消化液に溶ける。まわ
りの条件が酸性 /アルカリ性などの状況、薬自体
の水溶性 /脂溶性の性質が溶けやすさに関係す
る。そのあと胃や小腸で吸収されて肝臓に運ばれ
る。
【詳しく】肝臓から全身循環血中に入り、目的と
する作用部位へ運ばれる。この、全身循環血中へ
とり込まれる割合 (または速度 )をバイオアベイ
ラビリティ (bioavailability)と呼び、吸収性の定
量的指標となっている。つまりバイオアベイラビ
リティが高い薬は、吸収しやすい薬という意味で
ある。例えば抗 HIVプロテアーゼ阻害剤である
サキナビルはバイオアベイラビリティが低い。し
かしグレープフルーツジュースと一緒に飲むと、
ジュースの成分が腸管細胞のチトクローム P450
に作用して、サキナビルの吸収を高めることがわ
かっている。
《関連用語》薬物動態、薬物代謝、グレープルフー

ツジュース、チトクローム P450

薬物血中濃度
Drug concentration

【概要】薬物が使用された後、一定時間後に採血
して血液中の薬物を色々な方法で測定して得た
値。測定法には免疫学的な方法や高速液体クロマ
トグラフィー法などがある。通常の薬物濃度は
ng/mLなど非常に微量である。
【詳しく】抗 HIV薬の中では、核酸系逆転写酵素
阻害剤は細胞内で三燐酸化を受けて活性のある
形になる。つまり血中濃度よりも、細胞内の濃

る検査。逆転写酵素領域でも、プロテアーゼ領域
でも、(1)遺伝子配列に異常が生じ、これによっ
てできあがる酵素の (2)立体構造に変化が生じ、
この酵素を阻害すべき (3)薬剤がうまく反応でき
なくなって耐性となる。(1)を調べるのが「遺伝
子型検査」で PCR産物をシーケンサーにかけて
遺伝子配列を決定する。(3)を調べるのが「表現
型検査」で、培養細胞に抗 HIV薬を加えて抑制
力の有無と程度 (IC50)をみる。組み換え遺伝子
をマーカー遺伝子とともにモデル細胞に導入し、
薬剤濃度を変えながら培養して、マーカー発現の
抑制程度で定量化する方法もある。
【詳しく】遺伝子型検査はあくまでも耐性の推定
である。結果が早くわかり、再現性もよい。複数
の異常が加わると解釈が難しく、耐性の推定には
経験と知識が必要である。定性的で量的な感覚が
掴めない。これに対し表現型検査は細菌検査の感
受性検査に似てわかりやすい。時間と経費がかか
る。どちらの検査も主流となった HIVを分析し
ているのであり、少数派の HIVは見逃している
可能性が高い。
《関連用語》薬剤耐性、表現型検査、遺伝子型検

査

薬剤耐性検査の意義
Signicicance of Resistance Test

【概要】薬剤耐性検査の結果を参考に薬剤選択を
行えば、専門家の意見より良い結果が得られると
いう研究結果がある。薬剤耐性検査は未治療初診
時、治療開始前、治療失敗で薬剤変更をする前に
実施する。昨今の新規感染者では薬剤耐性 HIV
がゆるやかに増加し、8％ぐらいみつかるように
なった。薬剤耐性検査を治療前に行うと、どの薬
剤を選ぶべきでないかがわかる。24週治療をし
ても HIV RNAが 400コピー /mL以上検出でき
る患者では、ウイルス学的な治療失敗例である。
【詳しく】薬剤中止後の耐性検査はあまり時間を
おかないで検査をすべきである。数ヶ月以内に耐
性変異 HIVが劣勢になり、まるで耐性 HIVが消
えたように見える。同じ薬剤を再開したら同じ耐
性変異をもった HIVが再出現する。中には HIV 
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【詳しく】一部の抗癌剤、抗けいれん剤、抗不整
脈剤、心臓病治療剤、抗生物質、免疫抑制剤など
は血中濃度の測定が必要なものがある。特に併用
療法で薬物動態が変化するものは経験が乏しい
のでデータを蓄積する必要がある。外来などで 1
回だけ測定できるとしたら、採血のポイントは
服薬前の一番低下した時期、つまりトラフ値が
よい。トラフ値が目標値より低いと薬の効果が
低下する可能性がある。厚労省研究班 (杉浦班桒
原グループ )で血中濃度の測定が行われている抗
HIV薬はつぎのとおり。Fosamprenavir(レクシ
ヴァ )、Indinavir(クリキシバン )、Lopinavir/
ritonavir(カレトラ )、Nelfinavir(ビラセプト )、
Ritonavir(ノービア )、Saquinavir(フォートベ
イス、インビラーゼ )、Atazanavir(レイアタッ
ツ )、Efavirenz(ストックリン )、Nevirapin(ビ
ラミューン )、Tenofovir(ビリアード、ツルバダ )
など。
【URL】http://www.psaj.com/

《関連用語》薬物動態、ブースト、トラフ

薬物相互作用
Drug interaction

【概要】少なくとも 2剤を併用したときに、一方
の薬物単独ではみられない薬理作用の増強、すな
わち副作用が発現したり、逆に臨床効果の減弱が
起こることがある。このような薬の飲みあわせ不
良を相互作用という。一般に相互作用は薬が話題
になるが、最近は、食物や嗜好品との相互作用も
注目されている。グレープフルーツジュースやア
ルコールが有名。
【発生機序】〈薬物動態的相互作用〉一方の薬物が
他方の薬物の吸収、転送、分布、代謝および排泄
に影響を与えたため、血中濃度が上がりすぎた
り、下がりすぎたりするものをいう。特に肝臓の
薬物代謝酵素であるチトクローム P450の誘導作
用や、阻害作用が注目される。抗 HIV薬には両
方があるのでことに注意が必要である。〈薬力学
的相互作用〉共通の薬物受容体で薬同士が競合す
る場合。
【URL】http://www.aids-chushi.or.jp/c4/drug4/

度の動きが大切である。これに対し、プロテアー
ゼ阻害剤は元の形、あるいは活性型の誘導体が作
用するので、効果を検討するときに血中濃度の測
定は意味がある。プロテアーゼ阻害剤の血中濃度
は、個人差がかなり激しい。厚労省の研究班があ
る。
【URL】http://www.psaj.com/

《関連用語》薬物血中濃度時間曲線、ピーク値、

トラフ値、AUC、T 1/2

薬物血中濃度時間曲線
Drug concentration-time curve

【概要】薬が使用された後の薬物血中濃度を縦 (y)
軸にとり、時間を横軸 (x)にとった曲線グラフ。
薬は吸収が終わった時点で最高濃度となり、分布
平衡に達した後、時間の経過とともに代謝・排
泄によって一定の速度で減少していく (消失相 )。
ここでの最高血中濃度が Cmax、それに達するま
での時間が Tmaxであり、体内薬物動態の相互
比較などにおいて最もわかりやすいパラメータ
として繁用されている。代謝・排泄により血中濃
度が減少する時、ある時間の血中濃度 (C1)の半
分の濃度 (C1/2)になるに要する時間が消失半減
期 (t 1/2)である。通常は、単回使用後の薬物は、
消失半減期の 6倍の時間で、ほぼ体内から消失
(wash out)する。
【詳しく】薬物血中濃度時間曲線は、性別、乳幼児、
老人、妊婦、人種などで差がある。また肝障害や
腎障害の有無、併用薬剤によって変化を受ける。
《関連用語》薬物動態、薬物吸収、薬物代謝、薬

物排泄、薬物相互作用、Cmax、Tmax、AUC、

半減期

薬物血中濃度モニタリング
Therapeutic drug monitoring: TDM

【概要】薬によっては用量を微妙な調節する必要
があるものがある。少なすぎれば効かないし、多
すぎれば副作用が出てしまう、有効濃度の範囲が
狭い薬である。薬物濃度を測定して増量や減量を
して患者にとってもっとも良い薬物療法を行う
方法。臨床薬剤師の得意とする分野。
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薬物動態
Pharmacokinetics; PK

【概要】略号は PK。薬は使用経路により、吸
収 (adsorption)、 分 布 (distribution)、 代 謝
(metabolism)、排泄 (excretion)など複雑な動き
をする。それぞれの分布部位ごとに、薬物の濃度、
濃度の時間に対する変化などを動的に解析する
こと。人口動態が人間が生まれて育って死んでい
く過程を捉えているのと同じ考え。
【詳しく】薬物動態は、薬物そのものの様々な特
性 (物理化学的性質 )や剤形、患者自身の病態特
性、生理的要因 (年齢、妊娠 )などにより大きく
変動する。さらに、他の薬を併用をしていると、
特に吸収、代謝過程などでお互いに影響を及ぼす
(薬物相互作用 )ことに注意しなければならない。
PKは体の側が薬に対する作用である。これに対
し pharmacodinamics(PD)は薬の側が体に対す
る作用である。
《関連用語》血中薬物濃度、薬物吸収、薬物分布、

薬物代謝、薬物排泄、薬物相互作用、薬力学的相

互作用

薬物動態的相互作用
Pharmacokinetic drug-drug interaction

【概要】併用時の一方の薬物が他方の薬物の吸収、
分布、代謝および排泄に影響を与えてしまい、血
中薬物濃度が上がりすぎたり、下がりすぎたりし
てしまうことがある。このメカニズムを薬物動態
的相互作用という。
【詳しく】特に HIVプロテアーゼ阻害剤は薬物代
謝酵素チトクローム P450に親和性が高い。この
ため同じ酵素で代謝されるべき他の薬剤の血中
濃度が異様に高く、長く続いてしまうことがあ
る。新しい薬により、旧来からあった薬の作用が
狂ってしまうことになる。処方するときは薬剤師
と緊密な連絡をとる必要がある。カレトラに見る
ようなプロテアーゼ阻害剤の併用 (デュアルプロ
テアーゼ療法、ブースト )は、相互作用を逆手に
とって利用した使い方である。
《関連用語》薬物相互作用、薬力学的相互作用、デュ

アルプロテアーゼ療法、ブースト

drugtabl04.htm
《関連用語》薬物動態、薬物動態的相互作用、薬

物代謝、薬力学的相互作用、副作用、チトクロー

ム P450

薬物代謝
Metabolism of drug

【概要】薬は使用されたら体の中の濃度が高まり、
薬効を発揮し、やがて時間とともに減っていって
効果もなくなっていく。薬を体内で化学処理して
別なものに変えることを薬物代謝という。主に肝
細胞内にあるミクロソームで酵素によっている。
代謝を受けた後は、脂溶性のものは水溶性の物質
に変わり尿から捨てられ、脂溶性のままのものは
胆汁から捨てられる (排泄 )。一般に小児、成人、
妊婦、老人などで肝臓の代謝能力に違いがある。
また重い肝臓病では代謝能力が落ちていること
が多い。
【詳しく】薬の化学構造の部品 (残基 )に酸化、
還元、あるいは加水分解の反応が起こる。この
ステップにはチトクローム P450という酵素が働
く。次にグルクロン酸、硫酸などで抱合され無害
化される。
《関連用語》チトクローム P450、グルクロン酸抱

合

薬物転送
Drug transport

【概要】薬物を含め脂溶性の高い物質は生体膜を
受動拡散により通過する。したがって生体機能を
維持するためには細胞内に入ってきた物質を、管
腔側へ積極的に排泄する働きが必要になる。その
一つが細胞からの排泄トランスポーターであり、
P糖蛋白 (P-Glycoprotein)の働きである。P糖蛋
白が薬物によって働きが増えたり減ったりする
と、血中薬物濃度曲線に影響を与え、薬物相互作
用のメカニズムの一つになる。
《関連用語》P糖蛋白、薬物相互作用
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ある。したがって、血中非結合型薬物濃度推移は
体内動態を考えるうえで最も重要となる。
【詳しく】特に注意するのは中枢神経系への移行
である。脳の中にしみ通るには脳の血管から洩れ
て移動しなければならないが、血管内皮の構造で
しみ通りにくい仕組みがある。これを血液脳関門
(blood brain barrier)と言う。HIV脳症を治療す
るには、薬が素通りしては困る。つまり中枢神経
移行性が優れていて脳内に分布する必要がある。
《関連用語》薬物動態

薬物乱用
Drug abuse

【概要】医療の目的から逸脱した用法用量で薬
物を使用すること。多くは遊びや快感を求めた
ものである。代表的なものに、アンフェタミン
(スピード )、メタンフェタミン (クリスタル )、
MDMA(エクスタシー )、GHB(液状エクスタ
シー )、ケタミン (スペシャル K)、ロヒプノール
(ロヒイ )、コカイン (ブロウ )、LSD、大麻など。
使用法は「嗅ぐ」「いぶして吸い込む」「注射する」
に進み、「はまる」。ドラッグ同士やバイアグラの
併用、飲酒も加わる。最近の HIV感染者の中に、
薬物乱用者が少なからずみられるようになった。
その多くは注射器や針の共用によるものではな
く、性行為による感染と推定される。
【詳しく】様々な向精神作用があるが、抑制が効
かなくなる、合理的な考えができなくなる、幻覚・
妄想、習慣性などがあり、その延長上に「服薬ア
ドヒアランスの低下」や「防護のない性行動」が
あると思われる。メタンフェタミンは免疫能の障
害と HIVの増殖を促す効果もある。社会経済生
活の破綻、人間関係の破綻、人格の崩壊、その上、
肝炎や HIVそして性感染症などに罹患しやすい。
自己効力感が低いと推定され、社会的な支援も頼
りない状況と思われる。このように薬物乱用者
は、HIV感染症から見れば極めて「Vulnerable:
守りが弱い」存在である。専門家による調査と介
入が必要な時期に来たのではないか。
【URL】http://www.dapc.or.jp/

《関連用語》IDU、覚醒剤、コカイン、メタンフェ

薬物排泄
Elimination of drug

【概要】体内に入ってきた薬物がそのままの形で、
あるいは形を変えて体外に捨てられていくこと。
主な経路は尿と胆汁。薬物は肝臓を通過し、全身
の循環をめぐり、血管からしみ出して体内に分布
し、細胞内に入っていく。分布した血管外の薬
物はリンパや血管内に戻り、肝臓や腎臓にもどっ
てくる。水溶性の薬や水溶性に化学変化を受けた
薬は、腎臓の糸球体から濾過されるか尿細管から
転送されて尿中に排泄される。尿細管で再吸収さ
れるものもある。あるものは肝細胞内で微小な胆
管に排出され、胆汁に溶けて十二指腸に捨てられ
る。一旦排泄された薬がまた小腸や大腸から再
吸収されてグルグル回ることがある (腸肝循環 )。
どの経路による排泄がどの割合であるか、薬に
よって全部違う。
【排泄の問題】腎臓から排泄されるタイプの薬物
は、腎臓機能障害があると血中にたまってしまい
異常に高い濃度が持続することがある。腎排泄型
の薬なのに尿への溶解性が低いと、あるいは尿量
が少なくて濃縮 (＝酸性が強くなる )されている
と、腎臓の中で結晶ができてダムのように尿の流
れを留めてしまったり、結石となって尿路の壁を
傷つけてしまうことがある (例：クリキシバン )。
一方、胆汁に排泄されるタイプの薬物は、肝機能
が悪いとか、胆道が炎症、癌、胆石でせきとめら
れると血中にたまってしまう。このように特に肝
臓や腎臓が悪い患者での薬物療法は、非常に注意
を払わなければいけない。
《関連用語》薬物動態

薬物分布
Drug distribution

【概要】血液のなかで薬物はアルブミンなどの血
漿蛋白と結合したものと、結合していないものが
存在し、その割合を蛋白結合率と呼ぶ。血液に運
ばれて体内の様々な臓器に色々な濃度で分布す
る。これを薬物分布という。細胞内へとり込まれ、
作用部位で効果を発揮したり、肝臓で代謝あるい
は腎臓で排泄を受けるものは、非結合型の薬物で
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ている。有害事象は必ずしも治療や処置によって
起こったものとは限らない。しかし有害事象をき
ちんと記載・報告すれば、類似の症例集積で副作
用と気づくことがある。日本での主な拠点病院で
使用した抗HIV薬については、HRD(HIV関連薬 )
として市販後 10年間まで報告することが義務づ
けられている。
【関連】www.jcog.jp www.hrd.gr.jp

《関連用語》副作用、HRD

融合阻害剤
Fusion inhibitor

【概要】HIVが細胞に接着したあと、HIVの膜と
細胞膜が融合する。ここを薬でブロックする方
法が考えられた。欧米ではエンフュヴァタイド
(Enfuvirtide: T-20)が唯一発売されている。
《関連用語》侵入阻害剤、エンフュヴァタイド

優先審査
Priority in inspection

【概要】申請された医薬品の審査を優先的に行い、
早く承認されるように計らうこと。条件として
は、(1)患者数 5万人未満の重篤な疾病が対象で
あること、(2)代わりがない、あるいは既存薬に
比べて有効かつ安全性が高いと期待されること、
(3)開発の可能性が高いこと、などがある。この
ために、医薬品基盤研究所で、1)助成金交付事業、
2)指導・助言事業、3)認定事業を行っている。
【詳しく】治験を始めると同時に、承認済みの欧
米のデータを元に優先的な審査を開始する。最短
4ヶ月で認可に至る。医薬品によっては第 1相、
第 2相のデータがないものもある。安全性と有
効性を証明する第 3相試験のデータがないので、
HRD(HIV related drugs)という制度のもとに 10
年間のほぼ全数市販後調査 (第 4相 )を詳しく実
施することになっている。
【URL】http://www.nibio.go.jp/shinko/orphan.
html
《関連用語》希少薬、治験、HRD

タミン、違法薬物

薬力学的相互作用
Pharmacodynamic drug-drug interaction

【概要】二つの薬を併用すると、一方がもう一方
の働きを強めたり、弱めたりすることがあり、こ
れを相互作用という。相互作用は薬の作用不足や
作用過剰 (副作用 )につながる可能性がある。こ
のメカニズムは二つあり、薬の濃度を変えてしま
うメカニズムを薬物動態的相互作用という。一
方、薬の血中濃度には関係がなく、個々の薬物の
薬理作用によって、薬どうしで相乗的または相加
的な薬理作用の増強が起こる。また、受容体レベ
ルで拮抗して作用が減ることもある。これが薬力
学的相互作用である。
《関連用語》薬物相互作用、薬物動態的相互作用

野生型
Wild type

【概要】ウイルスなどの病原体で遺伝子に変異が
ない型。野生型はその生物としては最も自然な形
である。これに対し、特定の薬剤に晒されると薬
剤がある条件に適応した性質に変わる。これを薬
剤耐性の変異と言う。
【詳しく】実際には生物の遺伝子は常に変異して、
新しい形質 (表現型 )が発生する。特に HIVで
は変異の速度が速い。その中で生存環境に適応し
たものが残る。これを進化という。同じ程度に適
応した複数の形質が並行して存在することもあ
り、遺伝的多型 (genetic variant, polymorphism)
と言う。そのうちある株は、たまたま、ある薬剤
に耐性であるかもしれない。今、野生型と呼んで
いる株も、そのうち野生型とは呼ばれなくなるか
もしれない。
《関連用語》ウイルス、遺伝子、変異、薬剤耐性

有害事象
Adverse event

【概要】「治療や処置に際して見られるあらゆる好
ましくない徴候、症状、疾患、検査値異常であり、
治療や処置との因果関係は問わない」と定義され
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成分を輸血することを成分輸血といい、有効利用
につながる。機械を使って特定の成分だけを採取
することがある (連続成分採血装置 )。
【詳しく】輸入血に依存していたことが薬害 HIV
を発生したとの反省にたって、新血液法を施行し
た。新血液法には安全な血液の国内自給、政府に
よる需給計画、国民の協力、医療機関の適正使
用などが規定されている。輸血の副作用は沢山
ある。多種類の免疫反応、感染症伝播、鉄沈着、
輸血後宿主対移植片病など。技術進歩でかなり安
全にはなったが、未知のもの、わかっていても不
可避のもの、致死的なものもある。このため安易
な輸血を行わず必要不可欠なものに限ることが
大切である。また輸血療法にはインフォームド・
コンセント (十分な説明と納得上での同意 )が不
可欠である。
【URL】http://www.yuketsu.gr.jp/

《関連用語》供血者検査、輸血感染

輸血感染
Blood transfusion; HIV infection through -

【概要】輸血用血液の中に感染に十分な量の病原
体が含まれていれば感染症が発生する。細菌のよ
うに採血時の汚染で保存中に増える場合と、病原
体をもっている人からの採血が原因である。
【種類】マラリア、バベシア、梅毒、エルシニア菌、
肝炎 (A、B、C、D、G 型 ) ウイルス、HIV-1、
HIV-2、HTLV-1、HTLV-2、サイトメガロウイル
ス、EBウイルス、パルボウイルス B19、その他
がある。プリオンも感染するかもしれないが報告
がない。肝炎ウイルス感染について言えば 30年
前の 50％が現在の 0.1％以下まで低下した。現在
の HIVの遺伝子検査 (NAT)をすり抜ける低濃度
のウイルス感染は、数年に 1例以下と推定される。
【詳しく】感染症の排除には、問診、検査そして
血液の処理がある。問診では、危険を自覚した供
血者の自発的な供血辞退に頼ることになる。抗原
検査、抗体検査、NATなど鋭敏なスクリーニン
グ検査の導入で非常に安全になった。もちろん
NATのウインドウ期間は完全にゼロにはならな
い。検査していない病原体は排除できない。血漿

誘発採痰法
Induced sputum method

【概要】痰が出にくい人からでも十分な量の痰を
得る方法。
【方法】3％の高濃度食塩水 50mLを作り、超音
波ネブライザーで 20分かけて吸入する。肺胞に
高濃度食塩水が届くと、毛細血管から水分がにじ
み出て肺胞を洗い、大量の水のような痰が強い咳
とともにでてくる。これを消毒したカップに受け
て、水で 3倍に薄め、検査 (例えば PCR法 )に
提出する。
【特徴と応用】気管支鏡を使う検査より安全で簡
単、繰り返しもでき、患者の協力も得やすい。強
い咳のために嘔吐することもあるから、絶食で行
う。ニューモシスチス肺炎、サイトメガロウイル
ス、結核、非結核性抗酸菌などの肺炎の原因の診
断や治療による効果を判定するのに使える。
《関連用語》ニューモシスチス肺炎、サイトメガ

ロウイルス

有病率
Prevalence rate

【概要】疫学用語。ある時点で、ある疾病を持っ
ている人の人口に対する割合。人口 10万人あた
り＊＊人のように表現。どれぐらいの率で新しく
発生するか (罹患率、発生率 )、その疾病を持っ
ている期間 (有病期間 )に関係する。沢山発生し
ても、すぐに治ったり、どんどん死亡すれば有病
率は高くないが、少ない発生でも長生きすれば有
病率は高くなる。ところで日本の HIV感染症の
有病率は？
《関連用語》疫学、罹患率

輸血
Blood transfusion

【概要】一度体外に出した血液の全成分、あるい
は一部分 (＝成分 )を再度血管内に輸注すること。
他人の血液の場合は同種輸血、自分の血液なら自
己血輸血という。血液の凝固を防ぎ、保存薬を加
えた液が入っているプラスチック製の袋に採取
をする。輸血を必要とする患者が、不足している



192

《 よくわかるエイズ関連用語集 》

神経根を傷つけて痛みが残ることがある。
《関連用語》脳脊髄液、中枢神経、髄膜炎、トキ

ソプラズマ脳症、エイズ脳症

抑うつ状態
Depressive state

【概要】うつ状態ともいう。憂うつな気分がうつ
病以外の疾患でみられること。統合失調症、手術
後、産後など。不眠などの身体症状もあるが、気
分的な落ち込みのほうが強い。真のうつ病である
こともあるが、診断が不確かなときに状態として
の診断として使われる用語。
【詳しく】HIV感染症では治療開始前に抑うつ状
態があると、服薬アドヒアランスが不良になり治
療に失敗する危険性がある。可能な限り患者の納
得を得て始めること、複数の医療者による定期的
な評価が必要。また HIV感染症の治療薬エファ
ビレンツによる長期治療中に、うつ状態になる例
がある。徐々に進むので気がつきにくいが、自殺
例があるので注意が必要である。
《関連用語》アドヒアランス、エファビレンツ

予後
Prognosis

【概要】pro-は前に向く意味、gnosisは認知。あ
る病気や状態がそのまま進むと、将来どのように
なるか、生存か死亡かを予測すること。あくまで
もそれまでの経験や観察に基づいたものである。
【詳しく】例：初診時の HIV RNAが 100万コピ
イあった患者では、2～ 3年以内にエイズにな
る可能性が高かった。5000コピイ以下では 10
年以上発病しなかった。このような場合、HIV 
RNA高値は予後が悪い。また HIV RNAは HIV
感染症の予後を知るマーカーだと言える。
《関連用語》HIV RNA、CD4数、代用マーカー

ヨドキシン
Yodoxin

【概要】赤痢アメーバ症の治療薬の商品名。1錠
210mg。Glenwood社。
【用法・用量】1回 3錠、1日 3回。他の治療薬

分画製剤は様々な物理的化学処理を行う。血球製
剤の品質に影響を与えずに不活化処理する技術
は一部で実用化している。
【輸血とエイズ】献血で陽性とわかったものの中
に、エイズ検査目的と推定されるものがあった。
もし NAT陰性の時期であれば感染したかもわか
らない。他人の健康を危険に陥れる行為である。
《関連用語》輸血、肝炎、供血者検査、HIV抗体、

スクリーニング検査、NAT、PCR、ウインドウ

期間

葉酸
Folic acid; folinic acid

【概要】ビタミンの一種。普通は食品から吸収で
きるがアルコール症の患者では不足しやすい。
ファンシダールやペンタミジンや ST合剤など、
葉酸の利用を邪魔する薬は、人間に毒性をもつ可
能性があるので、葉酸を補充することがある。
《関連用語》ST合剤、ファンシダール、ペンタミ

ジン

陽性的中率
Positive predictive value

【概要】ある所見が陽性の場合に、その疾患であ
る確率を陽性的中率とよぶ。事後確率とも呼ばれ
る。逆にその所見が陽性だったのに、疾患でな
かった場合、それは疑陽性であったことになる。
【詳しく】陽性的中率は 1)事前確率、2)感度、3)
特異度の 3つの要素によって決まる。PPV＝ (感
度×事前確率 )÷ {感度×事前確率＋ (1－特異
度 )× (1－事前確率 )}
《関連用語》陰性的中率、偽陽性、感度、特異度

腰椎穿刺
Lumbar puncture

【概要】業界用語では「ルンバール」。脳脊髄液
(CSF)を採取するために、背中から腰椎と腰椎の
間の隙間をぬって細い針を刺す方法のこと。適応
を誤らなければ比較的安全な検査であり外来で
もできる。液が洩れて圧力が下がるとひどい頭痛
が起こるので、数時間は安静を保つ必要がある。
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の 2剤。すなわち次の組み合わせから選ぶ。(AZT 
or TDF or d4T or ddI)＋ (3TC or FTC)。〈拡大
療法〉バックボーンドラッグとキードラッグの
組み合わせ。キードラッグは次のもの：LPV/r、
ATV/r、FPV/r、IDV/r、SQV/r、NFV。非核酸
系逆転写酵素阻害剤は推奨されていない。
【URL】http://www.aidsinfo.nih.gov/

《関連用語》針刺し事故後の予防使用

ラミブジン
Lamivudine

【概要】核酸系逆転写酵素阻害剤に分類される抗
HIV薬。ラミブジンは一般名。略号は 3TC。商
品名：エピビル。グラクソ・スミスクライン社が
発売。日本では 1997年に AZTとの併用を条件
に認可された。1錠は 150mgと 300mgの菱形で、
薬 価 は 998.6 円 /150mg と 1938.7 円 /300mg。
本剤との合剤に次の 3剤がある。コンビビルは
アジドチミジンとラミブジン、エプジコムはアバ
カビルとラミブジン、そしてトリジビル (アジド
チミジンとアバカビルとラミブジン (日本は未発
売 )。B型肝炎治療用はゼフィックスという名前
で 1錠は 100mg。
【用法】抗 HIV薬としては 1回 1錠 150mgを
12時間ごと、または 1回 300mgを 1日 1回服
用。食事の影響はない。抗 HBVとしては 1回
100mgを 1日 1回服用。
【効果】単独では耐性化も早い。必ず他剤との併
用が原則。逆転写酵素 184番目のアミノ酸がバ
リンやイソロイシンに変異すると 3TCには耐性
になるが AZTへの感受性が高くなる。
【副作用】めったにない。末梢神経障害 (25％ )
と小児で膵炎発生の報告がある。
【注意】本剤は B型肝炎ウイルスの抑制にも効果
がある。従って本剤を含んだ抗 HIV治療を開始
する前に、HBVの重感染がないか調べておく必
要がある。HIVに耐性 (M184V)となって本剤を
中止するとき、抑制されていた HBVがリバウン
ドして肝障害を強める恐れがあるからである。
【耐性遺伝子型】E44A/D、V118I、M184I/V。
【URL】http://www.haart-support.jp/

は副作用のために使えないときに、エイズ治療薬
研究班より入手する。
《関連用語》赤痢アメーバ、エイズ治療薬研究班

予防
Prophylaxis

【概要】ある病気が発生するのを前もって防止す
ること。一次予防と二次予防がある。予防をやる
かやらないかは便益と危険性のバランスによる。
ニューモシスチス肺炎を例にあげると、CD4数
が 200/mm3以下に減ったら肺炎が発生しないよ
うに ST合剤やペンタミジンを使用することは一
次予防である。ニューモシスチス肺炎が発生し治
療に成功したあとに薬をやめると再発しやすい。
この再発を防ぐことは「二次予防」である。何度
なっても簡単に治療できるものは二次予防もい
らない。最も望ましいのはワクチンなどで病気に
ならないことで、一次予防になる。
《関連用語》一次予防、二次予防

予防使用
Post exposure prophylaxis; PEP

【概要】針刺し事故など HIV感染の危険性に曝
された後、感染が成立する前に抗 HIV薬を使用
して感染を予防すること、あるいはその試み。
1996年以来 CDCから「HIV感染曝露を受けた
医療者への予防使用のガイドライン」が発表され
ている。2005年にはレイプなど医療以外の感染
機会についてもガイドラインが発表された。
【医療事故での曝露量と感染源の分類】〈曝露量
の分類〉EC1：有傷皮膚または粘膜に少量、短
時間。EC2：有傷皮膚または粘膜に多量、数分
間。EC3：通常針の刺傷で浅い。EC4：深い
傷、可視量の血液付着。〈曝露源の患者の状態分
類〉SC1：低ウイルス量。SC2：高ウイルス量。
SC不明：感染源不明。〈推奨治療の組み合わせ〉
EC1&SC1→必要なし。EC1&SC2→基礎療法。
EC2&SC1→基礎療法。EC2&SC2→拡大療法。
EC3&SC1/2→拡大療法。EC不明 &SC不明→
基礎療法。
【推奨治療法】〈基礎療法〉バックボーンドラッグ
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ランブル鞭毛虫症
Giardiasis

「ジアルジア症」を参照。
《関連用語》ジアルジア症

リアルタイム PCR 法
Real time PCR method

【概要】遺伝子の量を測定する改良技術。従来の
RT-PCR法 (例 :アンプリコアモニター )は一定
の増幅回数で得られた最終産物の信号を測定し
ていたので、測定感度や測定範囲が狭かった。こ
れに対しリアルタイム PCR法では PCR反応で
増加していく信号を測定することにより、これら
の欠点を克服した。専用に開発された機器が必要
である。ロシュ社の場合、TaqMan(タックマン )
PCRというシステムである。
【詳しく】遺伝子の特異的な配列の断片であるプ
ローブに、蛍光を発生する色素を組み込んで置
く (アンプリコン )と、その量によって蛍光強度
が変わり、遺伝子の定量ができる。PCRで増幅
サイクルを繰り返しているうちに、元の遺伝子量
が多ければ増幅サイクルが少なくても蛍光信号
が早くから立ち上がり、元の遺伝子量が少なけれ
ば何度も増幅を繰り返して信号が出てくる。こ
のように蛍光信号の増加曲線 (速度 )から元の遺
伝子量を定量値に換算する方法をリアルタイム
PCR法という。特徴としては、1)感度が従来法
より優れている。つまり低値域が正確になった。
2)測定範囲が広い。つまり 10の 1乗から 7乗コ
ピイまで測定できる。3)全自動化できる。4)旧
法と異なりWHOの標準物を使うので他法との
比較ができる。旧法と新法の相関はおおむね良い
が、新法は旧法のおよそ倍の値となる。従来は検
出限界 (50コピイ )以下だった検体の中に、400
までの範囲で測定可能になったものが続出し、
医療現場に混乱が発生した。ロシュ社はコバス
TaqMan(全自動 )またはコバス TaqMan 48(半
自動 )という機器を用い、TaqMan PCRシリー
ズとして、HIV-1 RNAの他に HCV RNA、HBV 
DNA、結核菌、MAC、クラミジア、ナイセリア
という試薬を揃えている。

information/3tc_pi.shtml
《関連用語》逆転写酵素阻害剤、逆転写酵素阻害

剤の副作用、B型肝炎、コンビビル、エプジコム、

ゼフィックス、膵炎、乳酸アシドーシス

ラルテグラビル
Raltegravir : RAL

【概要】初の HIVインテグラーゼ阻害剤の一般名。
開発名はMK-0518、商品名は Isentress(アイセ
ントレス )。1錠は 400mg。開発はメルク社、日
本での認可は 2008年 7月 7日。発売は万有製薬。
【作用機序】ラルテグラビルはインテグラーゼの
主要な作用部位であるプレインテグレーション
複合体 (PIC)と不可逆的な結合をする。これによ
り宿主細胞の DNAへの組み込みが阻止される。
血中HIV RNA量の減少速度は非常に早い。サブ
タイプ B以外の HIVや多剤耐性の HIVにも効
果がある。
【用法用量】1回 1錠を 1日 2回服用。他の抗
HIV薬と併用する。食事は関係ない。
【特徴】これまでの臨床試験の成績の範囲では、
エファビレンツに劣らない効果が認められ、有害
事象は有意に少なかった。48週の失敗率は 3％。
今後は最適の組み合わせ、初回療法への応用、長
期安全性、妊婦や小児への適用、耐性発生の頻度
などが調べられる。
【薬物相互作用】ラルテグラビルは UGT1A1と
いう肝細胞内の酵素によってグルクロン酸抱合
を受けて胆汁中に排泄される。リファンピシンの
ような UGT1A1の誘導物質は、ラルテグラビル
の濃度を下げる。エファビレンツ、チプラナビル
/リトナビル、リファブチンも UGT1A1の濃度
を下げる可能性がある。
【副作用】皮疹 (5.3％ )、クレアチン・キナーゼ (CK)
上昇 (3.7％ )。有意差はないが癌の発生がやや多
い。
【耐性変異】N155、Q148、Y143が重視されている。
【URL】http://www.natap.org/2007/
HIV/083107_07.htm
《関連用語》インテグラーゼ、インテグラーゼ阻

害剤、UGT1A1
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モノクローナル抗体製剤。ヒト -マウスのキメラ
抗体。商品名はリツキサン (全薬－中外 )。1バ
イアルは 100mgと 500mg、点滴で使用する。
【作用】Bリンパ球表面に発現する CD20抗原に
くっつき、補体依存性や抗体依存性の細胞障害
によって効果を発現する。Bリンパ球性の悪性
リンパ腫の治療に応用する。レジメンとしては
R-CHOP療法。
【副作用】1)初回使用では悪寒、発熱が 80％程
度あるが、次第に減る。2)抗体が低下するので
感染症の悪化、3)とくに HBs抗体陽性だった患
者で HBVの再活性化、進行性多巣性白質脳症
(PML)の新たな発生などが注意喚起されている。
《関連用語》Bリンパ球、悪性リンパ腫の治療、

R-CHOP、遺伝子組み換え医薬品、HBV、PML

リトナビル
Ritonavir; RTV

【概要】プロテアーゼ阻害剤に属する抗 HIV薬
の一般名。商品名はノービア・ソフトカプセル
(Norvir)、略号は RTV。1997年 11月に承認。
販売はアボット社。1カプセル 100mgで、薬価
は 135円。冷蔵保存 (2－ 8℃ )が必要。液剤は
1mLあたり RTV80mgと 43％のエチルアルコー
ルを含み、極めて味が悪い。液剤の保存は 20－
24℃。
【用法】現在はリトナビルの抗 HIV効果を期待
してレジメンを組むことはない。本剤の強力な
CYP 3A4阻害作用によって他のプロテアーゼ阻
害剤の代謝が遅れ、血中濃度の上昇と半減期の延
長がえられる。これをブースト効果と呼び、サキ
ナビル、インジナビル、ロピナビル、アタザナビ
ル、ホスアンプレナビルとの併用で利用されてい
る。
【副作用】リトナビルの単剤療法すなわち 1回 6
カプセル服用では、悪心・嘔吐が高頻度。他に下
痢、皮疹などがあり、特に口唇のしびれは過量の
症状。ブーストで使用するのは 1日量が 100～
200mgで、ほとんど副作用は出ない。
《関連用語》抗 HIV薬、プロテアーゼ阻害剤、薬

物相互作用、プロテアーゼ阻害剤の併用、カレトラ

【URL】http://www.takara-bio.co.jp/prt/h1-3a.
htm
《関連用語》PCR、RT-PCR、HIV RNA定量

罹患率
Incidence, morbidity rate

【概要】疫学用語で発病率は同義語。通常は 1年
あたりに新しく発生した疾病患者数の人口に対
する割合。人口 10万人あたり＊＊人のように表
現する。エイズ発病では症状があって受診し、診
断基準があるのでとらえやすいが、HIV感染は
診断漏れが多いので、推定値になってしまう。最
も近いのが献血人口における HIV感染者の陽性
率。ただしこれら陽性者が前年に感染していな
かったわけではない。
《関連用語》疫学、有病率

リステリア症
Listeriosis

【概要】Listeria monocytogenesis という細菌に
よる人畜共通の食品媒介性感染症。リステリアは
動物はヒトの糞便中、腐敗物の中に住んでいる。
年間 30～ 50の発生が報告され、免疫不全患者
に起こりやすいことが知られている。髄膜炎、脳
炎、敗血症、流産、肝膿瘍を起こし、しばしば致
命的。
【詳しく】診断は菌を分離すること。治療はセフェ
ム薬がすでに使用されていて無効の場合は、直ち
にアンピシリンに変更する。重症例ではアンピシ
リンとゲンタマイシンの併用をする。
《関連用語》髄膜炎、CDC分類カテゴリー B

リツキサン
Rituxan

抗腫瘍剤『リツキシマブ』の商品名。
《関連用語》リツキシマブ

リツキシマブ
Rituximab; Rituxan: (genetical 
recombination)

【概要】Bリンパ球の表面抗原 (CD20)に対する
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の効果は下がる。抗 HIV薬とは用量調節が必要
ながら併用可能である。
【注意・副作用】活動性結核には単剤で用いない。
肝機能検査を定期チェックすること。体液やソフ
トコンタクトレンズが着色することがある。好中
球減少症、胃腸障害、筋肉痛、皮疹、肝機能障害。
《関連用語》MAC症、チトクローム P450、薬物

相互作用、結核、非結核性抗酸菌症、MAC

リファンピシン
Rifampicin; Rifampin; RFP

【概要】リファマイシン系の抗結核薬の一般名。
略号は RFP。経口薬。アメリカではリファンピ
ン。日本の商品名はリファジンなど。1カプセル
が 150mgで、1日 3カプセルを朝 1回で服用。
【効果】細菌の DNA依存性 RNAポリメラーゼ
に作用し、RNA合成を阻害することにより抗菌
作用を示す。
【副作用】肝障害、腹痛、吐き気、下痢、めまい、
協調障害、混迷、集中力低下など。
【相互作用】リファンピシンはチトクローム
P450(CYP 3A4)を強力に誘導するので、これで
代謝される多くの薬物濃度を下げる。特にプロテ
アーゼ阻害剤との併用は禁忌であり、リファブチ
ンで代用すべきである。
《関連用語》結核、非結核性抗酸菌症、チトクロー

ム P450、リファブチン

リポアトロフィー
Lipoatrophy

「脂肪萎縮」を参照。
《関連用語》脂肪萎縮

リポジストロフィー
Lipodystrophy

【概要】「リポ」は脂肪とか脂肪組織、「ジス」は
異常や病気、「トロフィー」は栄養とか成長とい
う意味である。あわせて、“脂肪異栄養症”か。
抗 HIV薬の長期服用の患者で見られるが、共通
の定義がないので頻度は 15％～ 70％とまちま
ち。体の内部で起こっている糖や脂肪代謝の異常

リバビリン
Ribavirin

【概要】グアノシン類似物質に分類される内服の
抗ウイルス薬。商品名はシェーリング社の『レ
ベトール』とロシュ社の『コペガス』。インフル
エンザウイルス A型、B型、パラインフルエン
ザ、アデノウイルス、RSウイルスなど、多くの
RNA型と DNA型のウイルスに対しても効果が
ある。HIVに対しては無効。
【用法】HCVに対する併用効果：インターフェ
ロンα 2b(イントロン )3MU筋注とレベトール
1000mg～1200mg/日もしくはペグインターフェ
ロンα 2b(ペグイントロン )1.5μ g/kg/W筋注と
レベトール 1000mg～ 1200mg/日で、イントロ
ン単独より有意に HCV RNA消失、組織像改善
が得られた。副作用は主に貧血で比較的早期に起
こる。他に抑うつ状態のため自殺企図、間質性肺
炎は併用のインターフェロンによるもの。他の逆
転写酵素阻害剤との併用で乳酸アシドーシスが
増える心配がある。
《関連用語》インターフェロン、C型肝炎、乳酸

アシドーシス

リファブチン
Rifabutin :RBT

【概要】リファンピシンと同じリファマイシン系
の経口抗生物質の一般名。日本での商品名は「ミ
コブティン」で販売はファイザー社。イタリアで
は 1992年に承認されたが、日本では希少薬とし
て 2008年に承認。DNA依存性 RNAポリメラー
ゼを阻害し RNA合成を抑制することで抗菌作用
を発揮する。適応症は (1)結核症 (特に他剤耐性 )、
(2)非結核性抗酸菌症 (MAC)、(3)進行した HIV
感染症におけるMAC症の予防。
【用法・用量】成人では結核に対して 150－
300mgを、多剤耐性結核では 300－ 450mgを、
MAC(マイコバクテリウム・アビウム )症と HIV
感染者のMAC予防には 1日 1回。妊婦と小児の
使用は推奨されていない。
【相互作用】チトクローム P450を誘導して他の
薬剤の濃度を低下させるので、例えば経口避妊薬
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リポソーマルドキソルビシン
Liposomal doxorubicin

【概要】商品名はドキシル、販売はヤンセン社。
アントラサイクリン系の静注抗癌剤、ドキソルビ
シンをリポソームに封入したもの。20mg/Vの薬
価は 97,488円。半減期を延長させ、全身性の毒
性を減らし、有効性を高めようとする工夫。脂質
親和性が高いため、血中濃度以上にマクロファー
ジなど組織によって選択的に取りこまれる。
【詳しく】ドキシルはカポジ肉腫の治療に使用さ
れて効果を上げている。20mg/m2を静注する。
ブレオマイシン、ビンクリスチンと併用 (DBV)
することもある。副作用には口内炎、脱毛、悪心
そして血液毒性があるが、外来で使用できる。
《関連用語》エイズ治療薬研究班、カポジ肉腫

硫酸アミカシン
Amikacin sulfate

【概要】アミノ配糖体系の抗生物質、硫酸アミノ・
カナマイシンの一般名。略号は AMK。主にグラ
ム陰性桿菌に効果がある。エイズでは結核や非結
核性抗酸菌症で使うことがある。注射薬で 100-
200mg/A。1回100～200mgを1日2回点滴する。
【副作用】腎障害、聴力障害、筋肉障害など。

《関連用語》非結核性抗酸菌症、抗生物質

リルピヴィリン
Rilpivirine

【概要】開発中の非核酸系逆転写酵素阻害剤
(NNRTI)の一般名。開発はティボテック社で開
発コードは TMC-278。ベルギーで開発中。試験
管内では他の NNRTIに耐性の HIVにも抑制効
果があるが、臨床試験の結果を待つ必要がある。
【詳しく】臨床試験では用法用量も 1日 25mgか
ら 125mg、1日 1回で検討されている。副作用
は対象薬のエファビレンツより軽微であり、特
に皮疹や中枢神経副作用が少ないという。耐性
ができにくい第 2世代の NNRTIである。略号は
RPVか。
《関連用語》非核酸系逆転写酵素阻害剤、耐性

と、外見上の脂肪再分布 (脂肪沈着＋脂肪萎縮 )
をあわせて一つの症候群と考えられ始めた。スタ
ブジン (ゼリット )を使用しなくなって目立たな
くなった。
【脂肪再分布】異常沈着には、腹部 (内臓肥満 )、
頚部の後ろの脂肪腫 (バッファローハンプ )、乳
房腫大 (特に女性 )がある。脂肪萎縮では、顔や
お尻、腕や足で目立ち、そのために静脈が浮いて
見える。深刻な美容上の問題と受けとめる患者が
いる。
【血液検査】糖代謝の異常として空腹時血糖の上
昇、インスリン抵抗性、耐糖能低下がある。脂肪
代謝の異常では、空腹時中性脂肪の高値、総コレ
ステロールの高値、LDLコレステロールの高値
がある。
《関連用語》肥満症、プロテアーゼ阻害剤

リポジストロフィー対策
Lipodystrophy; Cause and treatment of -

【原因】リポジストロフィーの病態には、インス
リン抵抗性が中核にあると思われる。プロテアー
ゼ阻害剤や d4T(スタブジン )との関連が疑われ
る。この他、ストレスによる免疫異常説、内分泌
異常説がある。予防のために初回治療ではプロテ
アーゼ阻害剤使用を避け、エファビレンツを選択
する考えもある。
【治療】プロテアーゼ阻害剤によってブドウ糖輸
送蛋白である GLUT4阻害が原因と考えられ、イ
ンスリン抵抗性改善剤の利用が考えられている。
食事、薬物、エクササイズ、形成外科的手術が試
みられてきた。プロテアーゼ阻害剤を中止・変更
すると血清脂肪値は改善するが、リポジストロ
フィーは改善しないという成績と、改善するとい
うものと両方がある。脂肪代謝の改善剤の試みが
あるが結論には至っていない。抗 HIV薬との飲
みあわせにも問題があり、慎重に選択する必要が
ある。現状では抗 HIV薬を中止すべきではない
だろう。
《関連用語》d4T、プロテアーゼ阻害剤、インス

リン抵抗性
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リンパ性間質性肺炎
LIP; Lymphoid interstitial pneumonitis

【概要】母子感染小児にみられる原因不明の間質
性肺炎でエイズに定義される。小児のエイズの
25％を占める。色々な種類のリンパ球が集まっ
て増えているが悪性像はない。EBウイルス感染
に対する反応という意見もある。たまたまレント
ゲン検査で見つかることがあり初期は無症状。血
液の酸素の濃度が低くなり、慢性化すると気管支
拡張症になる。確定診断は肺生検。併発する細菌
感染症の治療の上に、ステロイド療法を行う。
【診断】13才未満で起こるリンパ性間質性肺炎 /
肺リンパ過形成：LIP/PLH complexはエイズ指
標疾患である。確定診断は生検組織による病理
診断である。臨床的診断としては、胸部 X線で、
両側性の網状小結節様の間質性肺陰影が 2か月
以上認められ、病原体が検出されず、抗生物質療
法が無効な場合。
《関連用語》小児の HIV感染症の CDC分類、EB

ウイルス

リンパ節
Lymph node

【概要】昔はリンパ腺と呼んだが“腺 (gland)”で
はない。リンパ管はリンパ液という液体を流す管
でいずれ静脈に合流する。リンパ節は多数のリン
パ管が合流したところ。リンパ液は細胞と細胞の
間を流れる液体を集めたもの。赤血球や血小板や
好中球はいないが、リンパ球はいる。警察官であ
るリンパ球にとって、リンパ節は警察署のような
もの。ここで情報交換したり増えたりする。悪性
リンパ腫は普通リンパ節が腫れる。
【詳しく】HIV感染症では、ある時期にリンパ節
が慢性に腫れている状態がある。リンパ節の中で
さかんに HIVが生産され、また免疫の力で処理
され、仕事量が多い頃であろう。エイズの末期に
なると、リンパ球が死んでいなくなり、リンパ節
は縮んで小さくなり、中身も荒廃してしまう。
《関連用語》リンパ球、悪性リンパ腫、HIV

臨床試験
Clinical trial

わが国では「治験」と呼ぶことが多いので、そち
らに記す。
《関連用語》治験

臨床病期
Clinical stage

【概要】HIV感染症の時期による区別。最近は、
急性感染症、無症候 HIV感染症、進行した HIV
感染症、エイズ発症というような大まかなものに
なっている。CDCの分類もWHO分類も、表を
手元に置いておく必要があり使いにくい。
【詳しく】感染後の経過日数には個人差があるが、
今どのような時期にあるか、どのような危険があ
るかを把握するために便利な概念かもしれない。
しかし強力な抗 HIV療法の導入で、一方的に悪
化して死に至る病気ではなくなり感染者の経過
や QOLが大きく変化してきた。治療法の選択や
比較に使える分類法はない。このため「感染して
＊＊年、CD4細胞数は＊＊＊、HIV RNA量は
＊＊＊、薬は＊＊＊の人」と言った方が業界では
わかりやすい。
《関連用語》感染、AC、ARC、エイズ、CDC分類、

WHO分類、小児の HIV感染の CDC分類

リンパ球
Lymphocyte

【概要】白血球の種類の一つがリンパ球。さらに
内訳として T細胞と B細胞とナチュラルキラー
(NK)細胞がある。さらに、さらに T細胞はヘル
パー T細胞、サプレッサー T細胞、細胞障害性
T細胞に働きが細分化されている。HIV感染症
ではヘルパー T細胞が特に感染のターゲットに
なる。リンパ節はリンパ球のお宿で供給基地でも
ある。Bリンパ球は骨髄でも作られる。
《関連用語》白血球、ヘルパー T細胞、サプレッサー

T細胞、細胞障害性 T細胞、B細胞
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トで観客が、アーサー・アッシュを悼んでウィン
ブルドンのテニスの選手達が、アカデミー賞の候
補者達が胸につけていた。
【URL】http://api-net.jfap.or.jp/index.html

《関連用語》ボランティア

レトロウイルス
Retrovirus

【概要】ウイルスの中には RNAを遺伝子とし
て持っているものがある。この中で RNAから
DNAにコピイをする酵素、つまり逆転写酵素を
持っているウイルスのことをレトロウイルスと
いい、HIVも含まれる。レトロウイルスは特定
の遺伝子を宿主の細胞の遺伝子の中に持ち込む
働きがあるので、遺伝子治療を行なうときの運び
や (＝ベクター )にする利用法もある。
《関連用語》逆転写酵素、遺伝子、RNA、DNA、

遺伝子治療

レトロスペクティブ研究
Retrospective study

【概要】別名、後ろ向き研究。診療録の記録など
を過去にさかのぼってデータを集める研究方法。
前向き研究に比べると、観察項目や観察期間にば
らつきがあり、観察者の記録の詳細さに偏りがあ
るので信頼性は低い。
【詳しく】後ろ向き研究には、大規模な対象集団
を長期間観察したコホート研究と、年齢、性別、
その他の影響因子をマッチさせたケースコント
ロール研究がある。できるだけ同じ観察力の人
が、日頃から丁寧に観察し記録をすることで、信
頼性を高める研究資料を作ることになる。
《関連用語》臨床試験、プロスペクティブ研究

レトロビル
Retrovir

抗 HIV薬『アジドチミジン』の商品名。
《関連用語》抗ウイルス剤、アジドチミジン

淋病
Gonorrhea

【概要】淋菌 (Neisseria gonorrhoeae)による。1
回の接触での感染率は約30％。潜伏期間1～7日。
症状：男では外尿道口から膿 (うみ )がでる、排
尿時の不快感や痛み。女ではオリモノの増加、排
尿痛。合併症は男では副睾丸炎、前立腺炎、女で
は子宮内膜炎、卵管炎、腹膜炎などがある。
【診断】尿道分泌物、子宮頸管分泌物などから染
色、培養する。咽頭や直腸に保菌している例もあ
る。治療は塩酸セフカペン・ピボキシル、レボフ
ロキサシン、合成ペニシリン、ミノサイクリンを
3～ 5日。
《関連用語》性感染症、性病

レイアタッツ
Reyataz: ATV

抗 HIV薬『アタザナビル』の商品名。
《関連用語》アタザナビル

レクシヴァ
Lexiva: fAPV, FPV

抗 HIV薬『ホスアンプレナビル』の商品名。
《関連用語》ホスアンプレナビル

レスクリプター
Rescriptor

抗 HIV薬『デラビルジン』の商品名。
《関連用語》デラビルジン

レッドリボン
Red ribbon

【概要】ループの形にしてピンで留めた赤いリボ
ン。もともとヨーロッパに古くから伝承される風
習のひとつで、病気や事故で人生を全うできな
かった人々への追悼の気持ちを表す喪章であっ
た。1980年代にアメリカで演劇や音楽などで活
動するアーティスト達がエイズに倒れて死んで
いった頃である。やがて広くエイズに苦しむ人々
への理解と支援の意思を示すシンボルになった。
【詳しく】フレディ・マーキュリーの追悼コンサー
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果が高い抗 HIV薬を使えるようになってエイズ
業界で流行している学術用語。例えば 10万は 10
の 5乗だから 5ログと言う。英和辞書で「丸太」や、
「コンピュータの記録」と訳すと混乱する。
【詳しく】治療によって血中の HIV RNA量が
100万から 1000まで落ちる例がある。そうする
と「ウイルス量が 99.9％減少した」＝「ウイル
ス量が 1000分の 1になった」＝「3桁下がった」
＝「HIV RNAが 3ログほど低下した」と、実は
同じ内容を示していることになる。使い慣れてい
ないので換算表か関数電卓を持っていないと難
しい。例：0.5ログの減少は何分の 1か ?
《関連用語》HIV RNA、ウイルス量

ロピナビル
Lopinavir; LPV

【概要】プロテアーゼ阻害剤の一般名。ロピナビ
ルとリトナビルの合剤は「カレトラ」で、単剤で
は用いない。「カレトラ」を参照。
《関連用語》カレトラ

ワクチン
Vaccine

【概要】病原体そのものではなく、病原体に似た
ものを与えて抵抗力 (＝免疫力 )を導く方法。つ
まり病原体を中和する能力 (＝抗体 )を作らせた
り、細胞との結合を阻止したり、病原体を処理す
る細胞を作らせたり (＝細胞性免疫 )する。個体
の免疫能力に依存している。
【分類】(1)不活化ワクチン：病原体を処理して感
染性をなくしたもの。(2)弱毒ワクチン：病原性
が非常に弱い生きた病原体株を使うもの。(3)部
分ワクチン：病原体の構造の一部だけを人工的に
作らせたもの。
【HIVワクチンの難しさ】HIVは遺伝子が全部解
明されているのでその一部を変えることはでき
る。ところが HIVは変異がよく起こるので、感
染予防ワクチンの開発にはなかなか成功しない。
むしろ感染者の発病を遅らせるワクチンの成功
が報告されている。いずれにしても広く使用でき
るようになるのは、10年近く先になると言われ

レビトラ
Levitra

勃起不全治療薬『塩酸バルデナフィル水和物』の
商品名。
《関連用語》バルデナフィル

レベトール
Rebetol

抗ウイルス剤『リバビリン』の商品名。シェーリ
ング・プラウ社。
《関連用語》リバビリン

労災補償
Compensation for occupational infection

【概要】医療従事者が事故により HIVに感染す
る可能性が指摘され、これに対する補償を定め
たもの。平成 5年 10月 29日づけで労働省から
通知が発表された。MRSA(耐性ブドウ球菌 )と
HCV(C型肝炎ウイルス )とともに、新たに業務
上の疾病として取り扱われることとなった。
【詳しく】HIVに感染したら定期的な検査や発症
予防治療が開始されることがあるから、無症状で
も疾病として取り扱い、保険給付が行われる。認
定のためには HIVに汚染された血液などを取り
扱う業務に従事し、接触事実が認められ、6～ 8
週以後に HIV抗体が陽性と診断され、業務以外
の原因がなければよい。つまり事故当時に陰性で
あったことは必須要件ではない (証明できない人
を救うため )。「業務以外には感染の危険はなかっ
た」と診断書に書けばよい。取扱は労働基準局で
ある。なお事故発生後に検査や感染予防治療を行
うことについては、感染が成立していないので労
災の給付は得られない。
【URL】http://www.jisha.or.jp/http://www.phc-
japan.net/aids/aidsrousai.html
《関連用語》針刺し事故、院内感染

ログ
Logs

【概要】“桁”と同じ。数値を常用対数で現したも
の。数値が指数関数的に変動する場合に使う。効
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ている。
《関連用語》予防、抗原、抗体、細胞性免疫、

HIVワクチン、肺炎球菌ワクチン、変異

ワクチン療法
Vaccine therapy

【概要】1987年以来、これまで 30種類のワクチ
ンで 60種の臨床第 1/2相試験が行われてきた。
ワクチンとして使う抗原には、組み換え型ウイル
ス蛋白、合成ペプチド、組み換え型ウイルスベク
ター、組み換え型細菌ベクター、不活化ウイルス、
弱毒化 HIVなどがある。最後の二つは未感染者
には試すことができない。ワクチンで期待されて
いる効果は、中和抗体の誘導と HIV特異的な細
胞障害性 Tリンパ球 (CTL)の誘導である。
【詳しく】ワクチンの目的は 2つある。一つ目は
HIV感染者に対し使用して病気進行を防止する
ことである。二つ目は HIV未感染者に対して使
い、HIV感染を防ぐことが目的である。この目
的の対象者には HIV感染の危険が高い人、すな
わち HIV感染母体から出生した新生児、および
性行動が活発な人があげられる。HIVのエンベ
ロープ蛋白では gp120を使用して 100％の患者
で中和抗体を作ることができたが、CTL誘導は
稀であった。VaxGen社のものはサブタイプBで、
アメリカとタイで約 5000人の臨床第 3相試験を
行ったが、結果は期待通りではなかった。メル
ク社のワクチンはサブタイプ A、C、Bの gag、
pol、nef、env遺伝子をアデノウイルスのベクター
で作成したもの。アメリカ、アフリカ、南アメリ
カで臨床第 2相試験が行われたが、ワクチン接
種者で感染率が高く、また病勢の進行を防止でき
ず途中で中止された。ベクターであるアデノウイ
ルスに対する抗体の保有率が高かった可能性が
ある。
【URL】http://www.hvtn.org/

《関連用語》HIVワクチン、抗体、細胞障害性 T

細胞、ベクター、治験
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3TC/ABC; lamivudine/Abacavir; Epzicom 3TC/ABC
3TC; lamivudine, Epivir, Zefix らみぶじん
A support system for children with incurable disease しょうにまんせいとくていしっかん
A support system for persons with disability しえんひせいど
A-net A-net
ABC: Abacavir (Ziagen) あばかびる
ABV ABV
AC: Asymptomatic carrier AC
ACC; AIDS Clinical Center ACC
ACTG; AIDS clinical trial group ACTG
ADC; AIDS dementia compoex えいずちほう
AIDS: Acquired immunodeficiency syndrome えいず
AIDS Clinical Center: ACC えいずちりょうけんきゅうかいはつせんたｰ
AIDS Prevention Law えいずよぼうほう
AIDS canpaign えいずきゃんぺｰん
AIDS core hospital きょてんびょういん
AIDS diagnosis; Criteria of - えいずしんだんきじゅん
AIDS drug assistance program ADAP
AIDS education えいずきょういく
AIDS panic syndrome えいずのいろｰぜ
AIDS supportive group, AIDS volunteers, AIDS NGO/CBO えいずぼらんてぃあ
AIDS/HIV counseling HIVかうんせりんぐ
ALT: Alanine amino-transferase ALT
APOBEC3G; Apolipoprotein B mRNA editing  APOBEC3G
Enzyme Catalytic polypeptide-like 3G
APV; Amprenavir あんぷれなびる
ARC; AIDS-Related Complex ARC
ART; Anti-Retroviral Treatment HAART
ARV; Anti-retroviral 抗 HIV薬
AST: Asparate amino-transferase AST
ATL; Adult T cell leukemia せいじん Tさいぼうせいはっけつびょう
ATV; Atazanavir (Reyataz) あたざなびる
AUC: Area under the curve AUC
AZT/3TC Azidothymidine/lamivudine (Combivir) AZT/3TC
AZT; Azidothymidine あじどちみじん
Abacavir ; ABC あばかびる
Absorption of drug やくぶつきゅうしゅう
Acquired immuno-deficiency syndrome; AIDS  えいず
Acute きゅうせい
Acute HIV infection, primary HIV infection, Recent HIV infection きゅうせい HIVかんせんしょう
Acute HIV infection, primary HIV infection; Treatment of - きゅうせい HIVかんせんしょうのちりょう
Acute HIV infection, primary HIV infection; diagnosis of - きゅうせい HIVかんせんしょうのしんだん
Acute HIV infection, primary HIV infection; pathogenesis of - きゅうせい HIVかんせんしょうのしくみ
Acute HIV infection, primary HIV infection; signs and symptoms of - きゅうせい HIVかんせんしょうのしょうじょう
Acyclovir あしくろびる
Adaptation てきおう
Adefovir dipivixil: Hepsera, PMEA あでほびるぴぼきしる
Adherence あどひあらんす
Adriamycin; Doxorubicine あどりあまいしん
Adult T cell leukemia せいじん Tさいぼうせいはっけつびょう
Adverse event ゆうがいじしょう
Aerosolized pentamidine きゅうにゅうりょうほう
Agranulocytosis むかりゅうきゅうしょう
Albendazole あるべんだぞーる
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Alkaline phosphatase あるかりふぉすふぁたーぜ
Allergy あれるぎー
AmBisome あむびぞーむ
Amikacin sulfate りゅうさんあみかしん
Amino acid あみのさん
Amitriptyline あみとりぷちりん
Amoeba あめーば
Amoeba dysentery せきりあめーば
Amoebatic dyscentery あめーばせいだいちょうえん
Amoebatic liver abscess あめーばせいかんのうよう
Amphotericin B; Fungizone あむほてりしん B
Ampicillin あんぴしりん
Amprenavir; APV あんぷれなびる
Amylase あみらーぜ
Anabolic Steroid たんぱくどうかすてろいど
Anal cancer こうもんがん
Anal intercourse あなるせっくす
Anal intercourse; anal sex こうもんせいこう
Analgesic ちんつうざい
Anaphylactic shock あなふぃらきしー
Androgen; androgenic hormone だんせいほるもん
Anemia ひんけつ
Anergy あねるぎー
Anorexia, loss of appetite しょくよくふしん
Anti HIV drug; antiretroviral drug こう HIVやく
Antibiotic, Antimicrobial こうせいぶっしつ
Antibody こうたい
Anticoagulant こうぎょうこざい
Antigen こうげん
Antigen presenting cell; APC  こうげんていじさいぼう
Antigenemia method あんちげねみあほう
Antihipnotic agent, jargon of - かくせいざいのいんご
Antimycotic agent こうしんきんやく
Antisense あんちせんす
Antiviral drug こうういるすざい
Aphasia しつご
Aphthous ulcer あふたせいかいよう
Apoptosis あぽとーしす
Aptivus あぷてぃゔぁす
Aspergillosis あすぺるぎるすしょう
Aspirin あすぴりん
Assistance of medication ふくやくしえん
Assisted reproductive technology;  ART せいしょくほじょぎじゅつ
Asymptomatic むしょうこう
Asymptomatic carrier; AC むしょうこうきゃりあ
Asymptomatic infection ふけんせいかんせん
Atatched Document てんぷぶんしょ
Atazanavir: ATV あたざなびる
Atherosclerosis じゅくじょうこうかしょう
Atovaquone (Mepron) あとばこん
Atripla あとりぷら
Atypical mycobacteriosis: Atypical Tb ひていけいこうさんきんしょう
Autoimmune, autoimmunity じこめんえき
Automonous neuropathy じりつしんけいしょうがい
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Azidothymidine あじどちみじん
Azithromycin (Zithromax) あじすろまいしん
B cell, B lymphocyte Bさいぼう
BBB: Blood Brain Barrier けつえきのうかんもん
BID BID
BMI: body mass index ぼでぃますいんでっくす
Bacillary angiomatosis さいきんせいけっかんしゅしょう
Bacillus Carmette-Guerin BCG
Bacteremia きんけつしょう
Bacteria ばくてりあ
Bacterium さいきん
Baktar ばくた
Baraclude ばらくるーど
Bartonella ばるとねら
Benanbax べなんばっくす
Beta 2 microglobulin べーた 2みくろぐろぶりん
Beta-Glucan べーたでぃーぐるかん
Between meals しょっかん
Bilirubin びりるびん
Biopsy せいけん
Bisexual ばいせくしゃる
Bleomycin ぶれおまいしん
Blood cell count けっきゅうすうさんてい
Blood culture けつえきばいよう
Blood donation けんけつ
Blood donor testing きょうけつしゃけんさ
Blood transfusion ゆけつ
Blood transfusion; HIV infection through - ゆけつかんせん
Body fat mass たいしぼうりつ
Body fluid たいえき
Bone density こつみつど
Bone marrow こつずい
Bone marrow culture こつずいけつばいよう
Bone marrow puncture こつずいせんし
Boost ぶーすと
Bosentan ぼせんたん
Branched DNA method ぶんき DNAほう
Bronchoscopy きかんしきょう
Burkitt's lymphoma ばーきっとがたりんぱしゅ
Burning; incineration しょうきゃく
C max ぴーくち
CAF; CD8+ T-lymphocyte antiviral factor CAF
CCR5 antagonist, receptor blocker, inhibitor CCR5そがいざい
CCR5; C-C-chemokine receptor-5 CCR5
CD4 CD4
CD4 cell count CD4さいぼうすう
CD8 CD8
CD: cluster of differentiation CD
CDC classification system and expanded  CDCぶんるい
AIDS surveyrance definition for adolescents 
and adults, 1993 revised 
CDC classification system for HIV  しょうにの HIVかんせんのぶんるい
classification in children less than 13 years of
 age, 1994 revised 
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CHOP CHOP
CMV; Cytomegalovirus さいとめがろういるす
CNS: Central nervous system ちゅうすうしんけい
CPK, CK : Creatine phosphokinase CPK
CSF: Cerebro-spinal fluid のうせきずいえき
CXCR4, CXC chemokine receptor 4 CXCR4
CYP ちとくろーむ P450
CYP2B6 Gene polymorphism CYP2B6いでんしたけい
Cancer, carcinoma がん
Candida かんじだ
Candidiasis かんじだしょう
Candidiasis, Treatment of - かんじだしょうのちりょう
Candidiasis; diagnosis of - かんじだしょうのしんだん
Cannabis, Jargon of - たいまのいんご
Case-control study けーす ･こんとろーるけんきゅう
Category A in 1993 CDC definition CDCぶんるいかてごりー A
Category B in 1993 CDC definition CDCぶんるいかてごりー B
Category C in 1993 CDC definition CDCぶんるいかてごりー C
Cell さいぼう
Cell line さいぼうかぶ
Cellular immunity; cell mediated immunity さいぼうせいめんえき
Celsentry; Celsentri しーえるせんとり
Centers for Disease Control and Prevention CDC
Central nervous system: CNS ちゅうすうしんけい
Cerebral Toxoplasmosis ときそぷらずまのうしょう
Cerebro-spinal fluid; CSF のうせきずいえき
Certified Pharmacist in HIV Medicine HIVせんもんやくざいし
Chancroid なんせいげかん
Chemokine けもかいん
Chemokine receptor けもかいんじゅようたい
Chinese drug; herb かんぽうやく
Chronic まんせい
Chronic lymphadenopathy まんせいりんぱせつしゅちょう
Cidofovir; Vistide; HPMPC しどふぉびる
Ciprofloxacine しぷろふろきさしん
Circumcision かつれい
Clamydial disease くらみじあしょう
Clarithromycin くらりすろまいしん
Clindamycin くりんだまいしん
Clinical stage りんしょうびょうき
Clinical trial ちけん
Clofazimine; Lamprene くろふぁじみん
Clotrimazole くろとりまぞーる
Co-receptor きょうどうじゅようたい
Coagulation factors ぎょうこいんし
Cocaine こかいん
Coccidiomycosis: Valley fever こくしじおいですしょう
Codon こどん
Cognitive dysfunction; Dementia にんちしょうがい
Cohort Study こほーとけんきゅう
Colitis だいちょうえん
Combination therapy へいようりょうほう
Combined infection, Co-infection じゅうかんせん
Combivir こんびびる
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Comercial sex worker; CSW せっくすわーかー
Coming out かみんぐあうと
Commitee on infection control いんないかんせんたいさくいいんかい
Communicable Diseases and Medical Care Law かんせんしょうよぼうほう
Compensation for occupational infection ろうさいほしょう
Compliance こんぷらいあんす
Computed tomography CTすきゃん
Concorde study こんこるどけんきゅう
Condom こんどーむ
Condom for female use じょせいようこんどーむ
Confirmatory test かくにんけんさ
Congenital blood coagulation factor card せんてんせいけつえきぎょうこいんししょうがいいりょう
Contraindication きんき
Copegus こーぺがす
Coreceptor これせぷたー
Corticosteroids; Glucocortico steroids, Steroids ふくじんひしつすてろいど
Cotrimazole, cotrimoxazole  ことりまぞーる
Cotrimazole; Cotrimoxazole;  STごうざい
(Sulfamethoxazole/Trimetoprim)
Counselor; Psychological counselor かうんせらー
Creatinine くれあちにん
Crixivan くりきしばん
Cross resistance こうさたいせい
Cryptcoccosis くりぷとこっかすしょう
Cryptococcosis, Treatment of - くりぷとこっかすしょうのちりょう
Cryptococcosis; diagnosis of - くりぷとこっかすしょうのしんだん
Cryptosporidiosis くりぷとすぽりじうむしょう
Culture ばいよう
Cycloserine さいくろせりん
Cyclospoiasis さいくろすぽーらしょう
Cytochrome P450 ちとくろーむ P450
Cytokines さいとかいん
Cytokines, Anti-inflammatory こうえんしょうせいさいとかいん
Cytokines, proinflammatory えんしょうせいさいとかいん
Cytomegaloviral disease, diagnosis of - さいとめがろういるすかんせんしょうのしんだん
Cytomegaloviral infection, Treatment of - さいとめがろういるすしょうのちりょう
Cytomegaloviral retinitis さいとめがろういるすもうまくえん
Cytomegalovirus; CMV さいとめがろういるす
Cytotoxic T lymphocyte; CTL さいぼうしょうがいせいてぃーさいぼう
D4T; Stavudine, Zerit すたぶじん
DDC; dideoxy cytidine, Zalcytabine, Hivid ざるしたびん
DDI; dideoxy inosine, Didanosine, Videx-EC じだのしん
DEXA; Dual Energy X-ray Absorptiometry できさほう
DLV: Delavirdine; Rescripter でらびるじん
DNA polymerase DNAぽりめらーぜ
DNA; Deoxyribonucleic acid DNA
DOTS; Directly observed therapy, short course ちょくせつかんしかたんきかがくりょうほう
DSP, Distal Symmetrical Paresis えんいせいたいしょうせいたはつしんけいしょうがい
Dapsone だぷそん
Darunavir; DRV だるなびる
Definition of HIV infection in childhood しょうにの HIVかんせんのていぎ
Delavirdine; U90, Rescriptor でらびるじん
Dendritic cell じゅじょうさいぼう
Denosine でのしん
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Dental dam でんたるだむ
Depressive state よくうつじょうたい
Desensitization therapy だつかんさりょうほう
Diabetes Mellitus とうにょうびょう
Diabetes Mellitus; Treatment of - とうにょうびょうのちりょう
Diagnosis しんだん
Diarrhea げり
Didanosine じだのしん
Disability pension しょうがいねんきん
Discrimination さべつ
Double blind method にじゅうもうけんほう
Double protease therapy ぷろてあーぜそがいざいのへいよう
Doxil りぽそーまるどきそるびしん
Drug Resistance Testing やくざいたいせいけんさ
Drug abuse やくぶつらんよう
Drug addiction まやくちゅうどく
Drug concentration やくぶつけっちゅうのうど
Drug concentration - time curve やくぶつけっちゅうのうどじかんきょくせん
Drug distribution やくぶつぶんぷ
Drug interaction やくぶつそうごさよう
Drug resistance; tolerance やくざいたいせい
Drug transport やくぶつてんそう
Dual protease therapy でゅあるぷろてあーぜりょうほう
Dysplasia いけいせい
EBM; Evidence based medicine EBM
EFV: Efavirentz; Stocrin えふぁびれんつ
ETR; Etravirin えとらびりん
ETV; Entecavir えんてかびる
EVR: Early virological response EVR
Efavirentz; EFV えふぁびれんつ
Elimination of drug やくぶつはいせつ
Elvitegravir えるびてぐらびる
Emerging infectious disease しんこうかんせんしょう
Empecid えんぺしど
Emtricitabine; Emtriva; FTC えむとりしたびん
Encephalitis のうえん
End point えんどぽいんと
Endotoxin えんどときしん
Enfuvirtide; ENF; T-20 えんふゅびるたいど
Entecavir: ETV えんてかびる
Entry inhibitor しんにゅうそがいざい
Envelope えんべろーぷ
Enzyme こうそ
Enzyme linked immunosorbent assay ELISAほう
Epidemiology えきがく
Epitope えぴとーぷ
Epivir; Lamivudine, 3TC えぴびる
Epstein Barr virus; EB Virus EBウイルス
Epzicom えぷじこむ
Erythropoietin; EPO えりすろぽえちん
Esophagitis しょくどうえん
Ethambutol hydrochloride; EB えたんぶとーる
Ethanol; ethyl alcohol えたのーる
Etravirine: ETR えとらびりん
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Evidence-Based Medicine :EBM しょうこにもとづくいりょう
Expanded Access Program かくだいあくせすぷろぐらむ
Expensive medical charge こうがくりょうようひ
Expensive medical charge; Lloan of - 
 こうがくりょうようひかしつけ
Extramartial sex こんがいせいこうしょう
FDA: Food and Drug Administration FDA
FPV: Fosamprenavir ;Lexiva ふぉすあんぷれなびる
FTC/TDF: Emtricitanine/Tenofovir; Truvada FTC/TDF
FTC: Emtricitabine えむとりしたびん
Famciclovir; Famvir ふぁむしくろびる
Fansidar ふぁんしだーる
Fat accumulation しぼうちくせき
Femidom ふぇみどーむ
Fever of unknown origin ふめいねつ
Flagyl ふらじーる
Fluconazole; Diflucan ふるこなぞーる
Folic acid; folinic acid ようさん
Fortovase ふぉーとべーす
Fosamprenavir: FPV ほすあんぷれなびる
Foscarnet; Foscavir, PFA ほすかるねっと
Fosfluconazole ほすふるこなぞーる
Four eight ratio 4/8ひ
Full-time せんじゅう
Fungizone ふぁんぎぞん
Funguard ふぁんがーど
Fungus しんきん
Fusion inhibitor ゆうごうそがいざい
G-6-PD deficiency; glucose-6-phosphate  G-6-PDけつぼうしょう
dehydrogenase deficiency
GCP: Good clinical practice GCP
GOT AST
GPT ALT
Gamma-globulin がんまぐろぶりん
Gancyclovir; Cytovene がんしくろびる
Gay げい
Gender じぇんだー
Gene いでんし
Gene therapy いでんしちりょう
Genetic engineering いでんしこうがく
Genetical diagnosis いでんししんだん
Genital herpes せいきへるぺす
Genome げのむ
Genotype いでんしがた
Genotypic resistance assay いでんしけいたいせいけんさ
Giardiasis じあるあじあしょう
Glucronization ぐるくろんさんほうごう
Glutal aldehyde ぐるたーるあるでひど
Glycyrrhizine ぐりちるりちん
Gonorrhea りんびょう
Grade ぐれーど
Grant-in-aid program for incurable diseases とくていしっかん
Grant-in-aid program for chronic diseases とくていしっぺいりょうようじゅきゅうしゃしょう
Granulocyte かりゅうきゅう
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Granulocyte Colony stimmulating factor; G-CSF G-CSF
Grapefruits juice ぐれーぷふるーつじゅーす
Growth hormone せいちょうほるもん
Guideline がいどらいん
Gynecomastia じょせいかにゅうぼう
HAART; Highly Active Anti-retroviral Therapy HAART
HAV; Heoatitis A Virus Aがたかんえんういるす
HBV DNA HBV DNA
HBV DNA; Genotype of - HBVのいでんしがた
HBV vaccine Bがたかんえんわくちん
HBV; Hepatitis B Virus Bがたかんえんういるす
HBe Antibody HBeこうたい
HBe Antigen HBeこうげん
HCV; Hepatitis C Virus Cがたかんえんういるす
HHV-8; Human herpes virus type 8 HHV-8
HIV RNA amount, Viral load HIV RNAりょう
HIV antibody HIVこうたい
HIV antibody testing HIVこうたいけんさ
HIV antigen antibody testing HIVこうげんこうたいけんさ
HIV antigen, p24 antigen HIVこうげん
HIV encephalopathy, Treatment of - HIVのうしょうのちりょう
HIV encephalopathy, diagnosis of - HIVのうしょうのしんだん
HIV encephalopathy; HIV encephalitis HIVのうしょう
HIV infection, Diagnosis of - HIVかんせんしょうのしんだんほう
HIV infection, change of treatment HIVかんせんしょうのちりょうへんこう
HIV infection, initiation of treatment HIVかんせんしょうのちりょうかいし
HIV infection, interruption of treatment HIVかんせんしょうのちりょうちゅうし
HIV infection; definition of - HIVかんせんしょうのていぎ
HIV seronegativeness HIVこうたいけんさいんせい
HIV seropositiveness HIVこうたいけんさようせい
HIV subtype HIVのさぶたいぷ
HIV vaccine HIVわくちん
HIV wasting syndrome, Slim disease HIVしょうもうしょうこうぐん
HIV wasting syndrome, Treatment of - HIVしょうもうしょうこうぐんのちりょう
HIV/AIDS surveyrance system of Japan えいずはっせいどうこうちょうさ
HLA: Human Leucocyte Antigen HLA
HOMA-R: homeostasis model assessment-insulin resistance いんすりんていこうせいしすう
HPV; Human Papiloma Virus ひとぱぴろーまういるす
HRD; HIV Related Drugs HRD
Half-life はんげんき
Heated product かねつしょりせいざい
Heating かねつ
Helper T cell へるぱー Tさいぼう
Hemoglobin へもぐろびん
Hemophilia けつゆうびょう
Hepatic steatosis, acute- きゅうせいしぼうかん
Hepatitis かんえん
Hepatitis A Aがたかんえん
Hepatitis A Vaccine Aがたかんえんわくちん
Hepatitis B Bがたかんえん
Hepatitis B core antibody; HBcAb HBcこうたい
Hepatitis B virus Bがたかんえんういるす
Hepatitis B; Treatment of - Bがたかんえんのちりょう
Hepatitis C Cがたかんえん
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Hepatitis C Virus Cがたかんえんういるす
Hepatitis C; treatment of - Cがたかんえんのちりょう
Heroin へろいん
Herpes へるぺす
Herpes simplex たんじゅんせいへるぺす
Herpes simplex infection, Treatment of - たんじゅんせいへるぺすのちりょう
Herpes simplex infection, diagnosis of - たんじゅんせいへるぺすのしんだん
Herpes zoster; shingles たいじょうほうしん
Heterosexual へてろせくしゃる
High pressure sterilization こうあつめっきん
Histoplasmosis ひすとぷらずましょう
Hivid はいびっど
Homosexual ほもせくしゃる
Hospice ほすぴす
Host しゅくしゅ
Human Papilloma Virus ひとぱぴろーまういるす
Human T-lymphocytetropc Virus type I HTLV-Ⅰ
Human immunodeficiency virus HIV
Human immunodeficiency virus, type 2 HIV-2
Human immunodeficiency virus, type I HIV-1
Human papilloma Virus ぱぴろーまういるす
Humoral immunity えきせいめんえき
Hyperlipidemia こうしけっしょう
IC method: Immunochromatography method ICほう
IC: Inhibitory Concentration IC
IDP, Inflammatory demyelinating polyradiculoneuropathy えんしょうせいだつずいせいたはつせいしんけいしょうがい
IDU: Injecting Drug Use, Injection drug user IDU
IDU: Intravenous Drug User じょうみゃくちゅうやくしゃじょうようしゃ
IDV: Indinavir (Crixivan) いんじなびる
IFA; Indirect immuno-fluorescence assay method IFAほう
IGRA: whole-blood interferon gamma release assay ぜんけついんたーふぇろんがんまおうとうそくていほう
IGT: Impaired glucose tolerance きょうかいがたとうにょうびょう
IL-2; Interleukin-2 いんたーろいきん -2
IRB: Institutional Review Board ちけんしんさいいんかい
IRIS: Immune reconstitution inflammatory syndrome めんえきさいこうちくしょうこうぐん
ITP: Immune thrombocytopenic purpura けっしょうばんげんしょうしょう
Idiopathic CD4 + T lymphocytopenia (ICTL) とくはつせい CD4Tりんぱきゅうげんしょうしょう
Illegal drug いほうやくぶつ
Immune dysfunction めんえききのうしょうがい
Immune reconstitution inflammatory  めんえきさいこうちくしょうこうぐん
syndrome: IRIS
Immune reconstitution inflammatory  めんえきさいこうちくしょうこうぐんのしんだん
syndrome: IRIS; diagnosis of -
Immune reconstitution inflammatory  めんえきさいこうちくしょうこうぐんのちりょう
syndrome: IRIS; treatment of -
Immunity めんえき
Immunoassay, Immunometry めんえきがくてきそくていほう
Immunochromatography method めんえきくろまとぐらふぃーほう
Immunoglobulins めんえきぐろぶりん
Immunomodifier immunomodulator めんえきちょうせいざい
In vitro fertilization-embryo transfer: IVF-ET たいがいじゅせい ･はいいしょく
In-hospital infection; Nosocomial infection いんないかんせん
Incidence, morbidity rate りかんりつ
Incubation period せんぷくきかん
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Indication てきおう
Indinavir; IDV いんじなびる
Induced sputum method ゆうはつさいたんほう
Infection かんせん
Infection rate かんせんりつ
Infectious mononucleosis でんせんせいたんかくきゅうしょう
Infectivity かんせんりょく
Inflammation えんしょう
Influence of meal to drug absorption しょくじのえいきょう
Informed consent いんふぉーむど ･こんせんと
Inhibition of dimerization 2りょうたいかそしさよう
Inhibitory quatient: IQ ういるすよくせいしすう
Innate immune response しぜんめんえき
Institutional Review Board: IRB ちけんしんさいいんかい
Instruction of medication ふくやくしどう
Insulin resistance いんすりんていこうせい
Integrase いんてぐらーぜ
Integrase inhibotor いんてぐらーぜそがいざい
Intelence いんてれんす
Intent to treat analysis, ITT Intent-to-treatぶんせき
Interaction やくぶつそうごさよう
Interferon alfa-2b (Intron A) いんたーふぇろんあるふぁ -2b
Interferon-alpha いんたーふぇろんあるふぁ
Interferon-beta いんたーふぇろんべーた
Interferon-gamma いんたーふぇろんがんま
Interferon; IFN いんたーふぇろん
Interleukin-1 いんたーろいきん 1
Interleukin-12 いんたーろいきん 12
Interleukin-2 いんたーろいきん 2
Interleukin-4 いんたーろいきん 4
Interleukin-8 いんたーろいきん 8
Interleukins いんたーろいきん
Intravitreal injection しょうしたいちゅうしゃ
Intron A: Interferon alfa-2b いんとろん A
Invirase さきなびる
Isentress らるてぐらびる
Isolation かくり
Isoniazid; INH いそにあじど
Isosporiasis いそすぽらしょう
Issues of infected foreigners がいこくじんもんだい
Itraconazole; ITCZ; Itrizole いとらこなぞーる
JC Virus JCういるす
KSHV; Kaposi’s sarcoma associated herpes virus KSHV
Kaletra かれとら
Kaposi's sarcoma ; KS かぽじにくしゅ
Kaposi's sarcoma; Treatment of - かぽじにくしゅのちりょう
Kaposi's sarcoma; diagnosis of - かぽじにくしゅのしんだん
Keeping confidentiality ひみつのほじ
Ketoconazole けとこなぞーる
Kneedle exchange program はりこうかんぷろぐらむ
LDL-cholesterol LDLこれすてろーる
LIP; Lymphoid interstitial pneumonitis りんぱせいかんしつせいはいえん
LPV: Lopinavir ろぴなびる
LYLL syndrome ちゅうどくせいひふえし
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Lactic acid, Lactate にゅうさん
Lactic acidosis にゅうさんあしどーしす
Lamivudine らみぶじん
Lean body mass: LBM じょしぼうたいじゅう
Leukocyte; white blood cell はっけっきゅう
Leukopenia はっけっきゅうげんしょうしょう
Levitra れびとら
Lexiva; fAPV; FPV ほすあんぷれなびる
Lipoatrophy しぼういしゅく
Lipodystrophy りぽじすとろふぃー
Lipodystrophy; Cause and treatment of - りぽじすとろふぃーたいさく
Liposomal doxorubicin りぽそーまるどきそるびしん
Listeriosis りすてりあしょう
Live donor liver transplantation せいたいかんいしょく
Livelihood protection せいかつほご
Liver cirrhosis かんこうへん
Liver function test かんきのうけんさ
Logs ろぐ
Long-term non-progressor ちょうきひしんこうしゃ
Lopinavir; LPV ろぴなびる
Lumbar puncture ようついせんし
Lymph node りんぱせつ
Lymphocyte りんぱきゅう
MAC; Mycobacterium avium complex MAC
MAI; Mycobacterium avium/intracellurare MAI
MBACOD, mBACOD MBACOD
MDR-Tb; Multiple Drug Resistance tuberculosis たざいたいせいけっかくきん
MIP-1 alpha; Macrophage Inframmatory Protein-1 alpha MIP-1α
MSM; Men who have sex with men MSM
Macrophage まくろふぁーじ
Macrophage tropic strain まくろふぁーじしこうせいかぶ
Magnetic resonance immaging MRI
Major mutation めじゃーへんい
Mal-adaptation ふてきおう
Malignant lymphoma あくせいりんぱしゅ
Malignant lymphoma, diagnosis of - あくせいりんぱしゅのしんだん
Malignant lymphoma; Treatment of - あくせいりんぱしゅのちりょう
Maraviroc まらびろく
Maternal transmission, Mother to child infection ぼしかんせん
Maternal transmission; Diagnosis of - ぼしかんせんのしんだん
Maternal transmission; Prophylaxis of -  ぼしかんせんのよぼう
Maturation inhibitor せいじゅくそがいざい
Medical Insurance for foreigners がいこくじんのいりょうほけん
Medical Social Worker; MSW いりょうそーしゃるわーかー
Medical care for disabled children ; IKUSEI IRYO いくせいいりょう
Medical care for person with physical disability, JUDO IRYO じゅうどいりょう
Medical care for person with physical disability, JIRITSU SHIEN IRYO じりつしえんいりょう
Medical care for person with physical disability; KOSEI IRYO こうせいいりょう
Medical certificate for disability しんたいしょうがいしゃしんだんしょ
Memorial Quilt めもりあるきると
Meningitis ずいまくえん
Mepron めぷろん
Metabolism of drug やくぶつたいしゃ
Meteorism こちょう
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Methadone めたどん
Methadone Clinic めたどん ･くりにっく
Methamphetamine めたんふぇたみん
Methamphetamine Intoxication かくせいざいちゅうどく
Metronidazol, Thiabendazole めとろにだぞーる
Micafungin sodium; MCFG  みかふぁんぎん ･なとりうむ
Miconazole; Florid みこなぞーる
Minor mutation まいなーへんい
Mintezol みんてぞーる
Mitochondria みとこんどりあ
Mitochondria toxicity みとこんどりあしょうがい
Mitochondria toxicity; symptoms of - みとこんどりあしょうがいのしょうじょう
Monoclonal antibody ものくろーなるこうたい
Monoclonal antibody-purified product ものくろーなるせいざい
Monocyte たんきゅう
Monokine ものかいん
Monotherapy たんざいりょうほう
Multiple mononeuritis たはつせいたんしんけいえん
Mutation, mutant へんい
Mycobacteria こうさんきん
Mycobutin みこぶちん
Myopathy みおぱちー
NAT; Nucleic acid amplification tecnique NAT
NFV; Nelfinavir; Viracept ねるふぃなびる
NIAID: National Institute of Allergy and Infectious Diseases NIAID
NIH: National Institute of Health NIH
NNRTI; Non-Nucleoside Reverse Transcriptase Inhibitor ひかくさんけいぎゃくてんしゃこうそそがいざい
NPO: Nonprofit Organization とくていひえいりほうじん
NSI (Non-Syncytium inducing) phenotype NSIがた
NVP; Nevirapine; Viramune NVP
Natural polymorphism しぜんたけいせい
Nebulizer ねぶらいざー
Necrosis えし
Needle stick accident はりさしじこ
Needle stick accident; post-exposure prophylaxis: PEP はりさしじこごのよぼうないふく
Negative predictive value いんせいてきちゅうりつ
Nelfinavir; Viracept ねるふぃなびる
Nephrolithiasis じんせきしょう
Neurosyphilis しんけいばいどく
Neutrophils こうちゅうきゅう
Nevirapine; NVP ねびらぴん
Non-Nucleic acid Reverse Transcriptase Inhibitor; NNRTI ひかくさんけいぎゃくてんしゃこうそそがいざい
Non-Nucleoside Reverse Transcriptase Inhibitor; NNRTI ひぬくれおしどけいぎゃくてんしゃこうそそがいざい
Non-tuberculous mycobacteria: NTM ひけっかくせいこうさんきん
Non-tuberculous mycobacteriosis, Treatment of - ひけっかくせいこうさんきんしょうのちりょう
Non-tuberculous mycobacteriosis, diagnosis of - ひけっかくせいこうさんきんしょうのしんだん
Non-tuberculous mycobacteriosis: NTM ひけっかくせいこうさんきんしょう
Nongonorrheal urethritis ひりんきんせいにょうどうえん
Norvir リトナビル
Notification of negatie result of HIV antibody HIVこうたいけんさいんせいのこくち
Notification of positive result of HIV antibody HIVこうたいけんさようせいのこくち
Nucleoside ぬくれおしど
Nucleoside Analogue Reverse Transcriptase Inhibitor; NARTI かくさんけいぎゃくてんしゃこうそそがいざい
Nucleoside analogues ぬくれおしどゆうどうたい
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Nucleotide ぬくれおちど
Nucleus かく
Obesity ひまんしょう
Obligation of Keeping Privacy しゅひぎむ
Oculomucocutaneous syndrome ひふねんまくめしょうこうぐん
Once Daily Therapy, QD regimen 1にち 1かいりょうほう
Open-Label study おーぷんしけん
Opportunistic infection ひよりみかんせんしょう
Opportunistic tumor ひよりみしゅよう
Oral hairy leukoplakia こうくうもうじょうはくはんしょう
Oral sex おーらるせっくす
Oral ulcer こうくうかいよう
Orphan drug きしょういやくひん
Osteonecrosis こつえし
Osteoporosis  こつそしょうしょう
P-Glycoprotein Pとうたんぱく
P450 P450
PC pneumonia; PCP PCはいえん
PCR: Polymerase chain reaction PCRほう
PI; Protease Inhibitor ぷろてあーぜそがいざい
PML: Progressive multifocal leukoencephalopathy しんこうせいたそうせいはくしつのうしょう
PML; Progressive multifocal leukoencephalopathy, diagnosis of - しんこうせいたそうせいはくしつのうしょうのしんだん
PPAR gamma: Peroxisone proliferator-activated receptor PPARがんま
PWA: Person with AIDS PWA
Paclitaxel ぱくりたきせる
Pancreatitis すいえん
Panretin gel ぱんれちんげる
Paromomycin ぱろもまいしん
Particle agglutination method PAほう
Partner notification ぱーとなーこくち
Party drug, Recreational drug, Club drug だっぽうどらっぐ
Patient refferal じしゅこくち
Peak value; C max ぴーくち
Pediatric HIV infection しょうにの HIVかんせんしょう
PegIntron ぺぐいんとろん
Pegasys ぺがしす
Peginterferon alfa-2a; Pegasys ぺぐいんたーふぇろんあるふぁ－ 2a
Peginterferon alfa-2b ぺぐいんたーふぇろんあるふぁ－ 2b
Pentamidine isethionate ぺんたみじん
Peripheral neuropathy まっしょうせいにゅーろぱちー
Persistent generalized lymphadenopathy PGL
Persistent infection じぞくかんせん
Pharmaceuticals and Medical Devices Agency いやくひんいりょうききそうごうきこう
Pharmacodynamic drug-drug interaction やくりきがくてきそうごさよう
Pharmacokinetic drug-drug interaction やくぶつどうたいてきそうごさよう
Pharmacokinetics; PK やくぶつどうたい
Phenotype ひょうげんけい
Phenotypic resistance assay ひょうげんけいたいせいけんさ
Physical disability certificate しんたいしょうがいしゃてちょう
Pioglitazone ぴおぐりたぞん
Placebo ぎやく
Plasma けっしょう
Platelet; Thrombocyte けっしょうばん
Pneumococcus vaccine はいえんきゅうきんわくちん
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Pneumocysitis carinii pneumonia かりにはいえん
Pneumocystis jirovecci pneumonia PCP
Pneumocystis jiroveci pneumonia, diagnosis of - にゅーもしすちすはいえんのしんだん
Pneumocystis jiroveci pneumonia; Pneumocystosis にゅーもしすちすはいえん
Pneumocystis pneumonia, treatment of- にゅーもしすちすはいえんのちりょう
Pneumovax にゅーもばっくす
Polyethylene glycol ぽりえちれんぐりこーる
Positive predictive value ようせいてきちゅうりつ
Post exposure prophylaxis; PEP よぼうしよう
Postmortem autopsy びょうりかいぼう
Prefectural AIDS core hospital ちゅうかくきょてんびょういん
Prevalence rate ゆうびょうりつ
Prevention of infection かんせんよぼう
Prezista だるなびる
Primary CNS lymphoma げんぱつせいちゅうすうしんけいりんぱしゅ
Primary CNS lymphoma, Treatment of - げんぱつせいちゅうすうしんけいりんぱしゅのちりょう
Primary mutation いちじへんい
Primary prophylaxis いちじよぼう
Priority in inspection ゆうせんしんさ
Probe method, branched DNA method ぷろーぶほう
Prodif ぷろじふ
Prognosis よご
Prophylaxis よぼう
Prose あんぷれなびる
Prospective study ぷろすぺくてぃぶけんきゅう
Prostitution ばいしゅん
Protease ぷろてあーぜ
Protease inhibitor ぷろてあーぜそがいざい
Protease inhibitors; Combination therapy of - ぷろてあーぜそがいざいのへいよう
Protease inhibitors; Common adverse effects of - ぷろてあーぜそがいざいのふくさよう
Protein たんぱく
Protozoa げんちゅう
Provider refferal だい 3しゃこくち
Proviral DNA ぷろういるす DNA
Pseudo-negativeness ぎいんせい
Pseudo-positiveness ぎようせい
Psychological counseling かうんせりんぐ
Psychostimulant drug かくせいざい
Psycological counselor dispatched by local government はけんかうんせらー
Public Health Office ほけんしょ
Pulmonary hypertension はいこうけつあつしょう
Purulent bacterial infection, diagnosis of - かのうせいさいきんかんせんしょうのしんだん
Pyrazinamide; PZA ぴらじなみど
Pyrimethamine ぴりめたみん
QD QD
QFT QFT
QID QID
Quality of life: QOL くおりてぃー ･おぶ ･らいふ
QuantiFERON-TB2G: QFT くおんてぃふぇろん TB2G
Quantification of HIV RNA HIV RNAていりょうほう
Quasi-species たしゅせい
R-CHOP R-CHOP
R5 virus R5ういるす
RBT りふぁぶちん
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RNA interference RNAかんしょう
RT-PCR method RT-PCRほう
RTV: Ritonavir (Norvir) りとなびる
RVR; rapid virological response RVR
Raltegravir : RAL らるてぐらびる
Randomization むさくいか
Rapid test じんそくけんさ
Re-emerging infectious disease さいこうかんせんしょう
Real time PCR method りあるたいむ PCRほう
Rebetol れべとーる
Reccurrent pneumonia はんぷくせいはいえん
Receptor じゅようたい
Recombinant gene product いでんしくみかえいやくひん
Red blood cell せっけっきゅう
Red ribbon れっどりぼん
Regional AIDS Center ぶろっくきょてんびょういん
Remission かんかい
Replication ふくせい
Replication capacity ふくせいのう
Replicative fitness ふぃっとねす
Reporting system to the government ほうこくぎむ
Rescriptor れすくりぷたー
Resistance たいせい
Retrospective study れとろすぺくてぃぶけんきゅう
Retrovir れとろびる
Retrovirus れとろういるす
Reverse Transcriptase ぎゃくてんしゃこうそ
Reverse Transcriptase inhibitor; RTI ぎゃくてんしゃこうそそがいざい
Revertant ふっきとつぜんへんい
Reyataz: ATV れいあたっつ
Rhabdomyolysis おうもんきんゆうかいしょう
Ribavirin りばびりん
Ribonucleic acid RNA
Rifabutin :RBT りふぁぶちん
Rifampicin; Rifampin; RFP りふぁんぴしん
Rilpivirine りるぴゔぃりん
Ritonavir; RTV りとなびる
Rituximab; Rituxan: (genetical recombination) りつきしまぶ
Route of transmission かんせんけいろ
SNP analysis SNPかいせき
SOAPLAND; Massage parlor  そーぷらんど
SQV: Saquinavir; Invirase; Fortovase さきなびる
STD: Sexually transmitted disease せいこういかんせんしょう
STI; Sexually Transmitted Infection せいかんせんしょう
STI; Structured Treatment Interruption,  HIVかんせんしょうのちりょうちゅうし
Strategic Therapeutic Interruption
SVR; Sustained virologic response SVR
Safer sex せーふぁーせっくす
Salmonella さるもねら
Salmonella; bacteremia of - さるもねらきんけつしょう
Salvage therapy きゅうさいりょうほう
Salvation system for the people infected  けんこうひがいきゅうさいせいど
by HIV through tainted blood
Sanilvudin すたぶじん
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Saquinavir; SQV さきなびる
Sarcoma にくしゅ
Sastiva さすてぃば
Scintigraphy しんちぐらふぃ
Screening test すくりーにんぐけんさ
Seborrheic dermatitis しろうせいひふえん
Secondary mutation にじへんい
Secondary prophylaxis にじよぼう
Selzentry せるぜんとり
Semen せいえき
Sense of guiltiness じごうじとく
Sensitivity かんど
Septis, septicemia はいけつしょう
Serostim せろすてぃむ
Set point せっとぽいんと
Sex せっくす
Sex education せいきょういく
Sex industry ふうぞくさんぎょう
Sexual behavior せいこうい
Sexual orientation せいてきしこう
Sexuality せくしゅありてぃ
Sexually transmitted disease :STD せいかんせんしょう
Sharing きょうよう
Sickness and injury allowance for the unemployed しょうびょうてあて
Sickness and injury allowance for the lost worktime しょうびょうてあてきん
Side effect, Adverse reaction ふくさよう
Signicicance of Resistance Test やくざいたいせいけんさのいぎ
Sildenafil citrate; Viagra しるでなふぃる
Sodium hypocchloride じあえんそさんなとりうむ
Specificity とくいど
Sperm washing せいしせんじょうほう
Sperm, spermatozoa せいし
Spine せきずい
Standard precaution ひょうじゅんてきよぼうさく
Stavudine; Zerit すたぶじん
Sterilization しょうどく
Steroids すてろいど
Stevens-Johnson syndrome: SJS すてぃーぶんす ･じょんそんしょうこうぐん
Stocrin すとっくりん
Stomatitis こうないえん
Stronger NeoMinophagen C きょうりょくねおみのふぁーげん C
Strongyloidiasis ふんせんちゅうしょう
Subacute encephalitis あきゅうせいのうえん
Subtype O さぶたいぷ O
Sulfadoxine するふぁどきしん
Suppressor killer T cell さぷれっさーきらーてぃーさいぼう
Surrogate marker だいようまーかー
Surveyrance さーべいらんす
Susceptibility to drug やくざいかんじゅせい
Syncytium inducing phenotype SIがた
Syncytium; syncytia(pl) ごうほうたい
Syphilis; lues ばいどく
T 1/2; T half T 1/2
T cell, T lymphocyte Tさいぼう
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T-20 T-20
T-cell tropic strain Tさいぼうしこうせいかぶ
TAM: Thymidine analogue mutations TAM
TDF: てのほびる
TEN; Toxic Epidermal Necrolysis ちゅうどくせいひふえし
TID TID
TMA: transcripition mediated amplification TMAほう
TMC-125 TMC-125
TMP/SMX; Trimethoprim/Sulfamethoxazole TMP/SMX
TNF; Tumor necrosis factor しゅようえしいんし
TaqMan PCR たっくまん PCR
Tenofovir fumarate: TDF てのほびる
Th1 Th1
Th2 Th2
The Clinical Study Group for AIDS Drugs えいずちりょうやくけんきゅうはん
The law about the independence support for disabled person しょうがいしゃじりつしえんほう
The law suit about HIV infection among hemophiliacs in Japan やくがい HIVさいばん
The medical card for severely handicapped ふくしいりょう
The nursing-care insurance; KAIGO HOKEN かいごほけん
Therapeutic drug monitoring: TDM やくぶつけっちゅうのうどもにたりんぐ
Thrombocytopenia けっしょうばんげんしょうしょう
Tiabendazole ちあべんだぞーる
Tiplanavir; TPV てぃぷらなびる
Tmax Tmax
Toll like receptor :TLR とーるようじゅようたい
Toxic epidermal necrosis :TEN ちゅうどくせいひょうひえししょう
Toxoplasma Gondii ときそぷらずま
Toxoplasmosis, Prophylaxis to prevent - ときそぷらずまのよぼうちりょう
Toxoplasmosis, Treatment of - ときそぷらずまのうしょうのちりょう
Transgender とらんすじぇんだー
Transmission-based Precaution かんせんけいろべつよぼうさく
Treatment Naive Individual ちりょうみけいけんしゃ
Treatment failure ちりょうしっぱい
Trizivir とりじびる
Tropism しこうせい
Tropism assay, test しこうせいけんさ
Trough value とらふち
Truvada, TDF/FTC つるばだ
Tuberculin Skin Test: TST つべるくりんはんのう
Tuberculosis :TB けっかく
Tuberculosis and AIDS けっかくとえいず
Tuberculosis, Epidemiology of - けっかくのえきがく
Tuberculosis, Treatment of - けっかくのちりょう
Tuberculosis, diagnosis of - けっかくのしんだん
Tuberculosis, prophylaxis to prevent - けっかくのよぼうちりょう
Tumor Necrosis Factor しゅようえしいんし
Typhoid fever ちふす
UGT1A1 UGT1A1
UNAIDS; The Joint United Nations Programme on HIV/AIDS UNAIDS
Ureaplasmosis うれあぷらずましょう
Uric acid; urate にょうさん
Uterine cervical cancer しきゅうけいがん
VFEND ぶいふぇんど
Vaccine わくちん
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Vaccine therapy わくちんりょうほう
Vacuolar myelopathy くうほうせいせきずいしょう
Valacicrovir ばらしくろびる
Valganciclovir ばるがんしくろびる
Valixa ばりきさ
Valtrex ばるとれっくす
Vardenafil hydrochloride hydrate ばるでなふぃる
Varicella; Chickenpox すいとう
Vector べくたー
Venereal disease せいびょう
Venereal lymphogranulomatosis そけいりんぱにくげしゅしょう
Viagra ばいあぐら
Vicriviroc ゔぃくりびろっく
Videx ゔぁいでっくす
Vinblastine; Exal びんぶらすちん
Vincristine びんくりすちん
Viracept; Nelfinavir; AG-1343 びらせぷと
Viral isolation ういるすぶんり
Viral load ういるすりょう
Virammune ねびらぴん
Viread てのほびる
Virion ゔぃりおん
Virus ういるす
Virus-associated hemophagocytic syndrome: VAHS ういるすかんれんけっきゅうどんしょくしょうこうぐん
Vitamin B12 びたみん B12
Volunteer ぼらんてぃあ
Voriconazole ぼりこなぞーる
WHO Staging system of HIV infection WHOぶんるい
WHO Staging system of HIV infection; Lymphocyte count WHOぶんるいりんぱきゅうすう
WHO Staging system of HIV infection; Stage 1 WHOぶんるいりんしょうすてーじ 1
WHO Staging system of HIV infection; Stage 2 WHOぶんるいりんしょうすてーじ 2
WHO Staging system of HIV infection; Stage 3 WHOぶんるいりんしょうすてーじ 3
WHO Staging system of HIV infection; Stage 4 WHOぶんるいりんしょうすてーじ 4
Warts; condyloma acuninata せんけいこんじろーむ
Washing せんじょう
Western blott method WBほう
Western blott method うえすたんぶろっとほう
Wild type やせいがた
Window period ういんどうき
X4 virus X4ういるす
Yodoxin よどきしん
Zalcitabine; HIVID ざるしたびん
Zefix: 3TC, Lamivudine らみぶじん
Zerit; d4T; Stavudine すたぶじん
Ziagen; ABC あばかびる
Zidovudine, ZDV あじどちみじん
Zithromac あじすろまいしん
Zovirax あしくろびる
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